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専修学校制度制定３０周年　記念式典・祝賀会を盛大に開催

式辞を述べる中込会長（式辞全文は２ページ参照） 祝辞を述べる塩谷立文部科学副大臣（祝辞全文は２ページ参照）

河村建夫専修学校等振興議員連盟幹事長を囲んでの乾杯

　昭和５０年７月３日の第７５通常国会にて成立した「学校教

育法の一部を改正する法律」が、同年７月１１日に公布され

専修学校制度が成立した。全専各連では、この７月１１日を

「職業教育の日」と定め、本年同日「専修学校制度制定３０

周年記念式典・祝賀会」を東京・アルカディア市ヶ谷にて

開催した。

　当日は、文部科学省、専修学校等振興議員連盟の国会議

員等、関係者多数を来賓に招き、全国の会員校、専修学校

教育功労者表彰（文部科学大臣賞）受賞者を中心に、式典

約２７０名、祝賀会約４００名が参加。

　式典は、坪内孝満３０周年特別委員会委員長の開式の辞に

より午後１時３０分に開式。中込三郎全専各連会長の式辞に

続き、塩谷立文部科学副大臣、森喜朗専修学校等振興議員

連盟名誉会長・前内閣総理大臣から祝辞を頂戴した。

　中込全専各連会長から森喜朗議員連盟名誉会長への全専

各連顕彰贈呈、中島利郎式典実施委員長による小泉内閣総

理大臣の祝詞披露、来賓紹介の後、塩谷立文部科学副大臣

より専修学校教育功労者表彰（文部科学大臣賞）が受賞者

代表の栗谷川悠全専各連副会長に授与され、八木和久全専

各連副会長が謝辞を述べた。

　その後、文部科学省「今後の専修学校教育に関する調査

研究協力者会議」委員に対する全専各連会長感謝状の代表

者贈呈（山本恒夫八洲学園大学教授）、全専各連会長表彰

の代表者授与（黒木亮谷長野県会長）が行われ、福田益和

全専各連副会長の閉式の辞により午後２時３０分に終了。

　祝賀会は午後３時３０分に開会。全専各連中込会長の開会

の辞に続き、専修学校等振興議員連盟から麻生太郎副会

長・総務大臣、町村信孝会長・外務大臣、保利耕輔顧問・

元文部大臣、また、文部科学省を代表して下村博文文部科

学大臣政務官から祝辞を頂いた後、河村建夫専修学校等振

興議員連盟幹事長による乾杯が執り行われた。

　国会会期中にもかかわらず、会場には数多くの国会議員、

文部科学省関係者等が来場。和やかな雰囲気のうち、午後

５時、千葉茂祝賀会実施委員長の閉会の辞により終了。
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　昭和５０年に専修学校制度が発足して今年で３０年を迎えま

した。本日、７月１１日は、昭和５０年の第７５通常国会におい

て成立した「学校教育法の一部を改正する法律」が公布さ

れた記念すべき日であります。

　全専各連では、７月１１日を「職業教育の日」と定め、制

度制定３０周年に合わせてこの記念式典を開催いたします。

　このことは、専修学校関係者の一人としてまことに感慨

深いものであります。

　まずは、これまで専修学校の発展にご尽力賜りました文

部科学省、各都道府県ならびに専修学校等振興議員連盟の

諸先生方をはじめ、関係各位に敬意を表しますとともにあ

らためて深く感謝申し上げる次第です。

　さて、専修学校は皆様のお陰をもちまして、制度発足以

来着実に発展し、平成１６年度で学校数３,４４４校、在学者は

７９万人を擁するまでになっております。

　これは、昭和６０年度の３年制高等専修学校卒業者に対す

る大学入学資格の付与、平成６年度の専門学校卒業者に対

する専門士の称号付与、１１年度からの専門学校卒業者への

大学編入学資格の付与等、国の振興策のもと、専修学校が

学習者の視点に立ちながら、多様化・高度化する社会の学

習ニーズに的確に対応し教育内容の充実に努めてまいりま

した結果であります。

　このうち専門学校は、新規高等学校卒業者の約２割が進学

すると同時に、大学等卒業者も約２万６,０００人が入学すると

いう在学者約６９万人の国民的な高等教育機関となりました。

　また、高等専修学校では、同じ後期中等教育機関である

高等学校に比べ、より実務的、実践的な職業教育を受けて

いる約５万人の生徒達が、専門学校や大学への進学、ある

いは就職という幅広い道を見据えたの中での毎日を過ごし

ています。

　生涯学習機関としての一般課程におきましても、約４万

５,０００人の幅広い層の人たちが、それぞれの求める教育を

受けながら、日々の学習に務めています。

　さらに専修学校では、厳しい雇用状勢に対応するため、

国の行う雇用対策へも積極的に対応し、関係各機関との連

携の下、様々な教育活動を行っております。

　今後、専修学校は先に公表された中央教育審議会答申な

らびに「今後の専修学校教育に関する調査研究協力者会

議」の提言による、４年制専門学校卒業者への大学院入学

資格付与および新しい称号の付与、またｅラーニング等の

拡大など、新たな施策に大いに期待するとともに、現在検

討されている新しい時代の「教育基本法」において、「我が

国の職業教育体系」構築の推進を祈念するところでありま

す。専修学校は、今後とも、より一層の教育内容の充実・

高度化に努め、若者が夢と希望を育みながら、働くことの

大切さを身に付けることのできる職業教育機関として、ニ

ーズに即した学習の場を全ての人に提供することをお約束

します。

　制度発足３０周年という節目にあたり専修学校に係わって

こられた皆様方に再度御礼申し上げ、ご挨拶といたします。

　平成１７年７月１１日

　全国専修学校各種学校総連合会会長　中込　三郎

豊かでたくましい日本人の育成を目指し、あらゆる分野で

人間力向上のための改革を一層進めていく必要があります。

　専修学校教育についても、本年１月にとりまとめられた

中央教育審議会の答申で、修業年限４年以上など一定の要

件を満たす専門課程を修了した生徒に、大学院の入学資格

を付与することが適当であることなどが提言されました。

　文部科学省としては、これら提言等を踏まえ必要な制度

改正を行うなど、専修学校振興のための種々の施策を推進

していく所存であります。皆様におかれましても、優秀な

職業人の育成のため、引き続き教育内容の改善、充実に努

められることを期待いたします。

　永年にわたって専修学校教育の発展にご尽力され、本日

栄えある表彰を受けられる方々をはじめ、皆様方のこれま

での御努力に改めて敬意を表するとともに、専修学校教育

の今後一層の充実発展を祈念しましてご挨拶とさせていた

だきます。

　　　　　　　平成１７年７月１１日

　　　　　　　　　　文部科学副大臣　塩谷　立

　本日ここに、専修学校制度制定３０周年記念式典が挙行さ

れるに当たり一言お祝いの言葉を申し上げます。

　昭和５０年に学校教育法の改正が行われ、制度が創設され

て以来、専修学校は、社会の変化に即応した実践的、専門

的な職業教育を行う中心的な機関として発展を続けてきま

した。今や専門課程には高校卒業者の２割以上が進学する

など、我が国の高等教育機関の重要な一翼を担うとともに、

多様な職業、年齢層のキャリア形成を担う生涯学習機関と

して、産業界はもとより社会からも高く評価されています。

　これもひとえに本日ご参集の皆様をはじめ専修学校関係

者の担う、日頃の弛まぬご努力の賜であり、深く敬意を表

します。

　我が国は人材こそが唯一の資源であり、様々な課題を乗

り越えて真に豊かで教養のある国家としてさらに発展して

いくためには、切磋琢磨しながら新しい時代を切り拓く、心

全専各連会長式辞

文部科学副大臣祝辞
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　文部科学省は、専修学校制度３０周年を記念し専修学校教

育に功労のあった方々１２９名を教育功労者として表彰した。

受賞者の芳名は以下のとおり。（敬称略。都道府県別５０音順）

【私立】

［北海道］池畑テル子（札幌福祉保育専門学校長）、栗谷川悠

（北海道造形デザイン専門学校長）、闍橋英雄（学校法人美専

学園理事長）、谷内昭治（札幌幼児保育専門学校長）、宮闢善

昭（札幌ＹＭＣＡ国際ビジネス・

社会体育専門学校長）、鐡田松雄

（学校法人吉田学園理事長）、［青

森県］松山きよゑ（青森編物専門

学校教頭）、［宮城県］飯岡智（宮

城文化服装専門学校長）、千葉雅

保（学校法人文理学院理事長）、

橋本榮一（東北外国語専門学校

長）、［秋田県］江畠清彦（秋田県

理容美容専門学校長）、［山形県］

阿部文子（パリス文化服装専門

学校長）、［福島県］鈴木ミサ（福

島技芸専門学校長）、望木昌彦

（尚志学園専修学校長）、［茨城

県］君山八重（さくらドレスメー

カー女学院院長）、［群馬県］小倉

基義（学校法人小倉学園理事長）、

神澤武志（ニュースタイル高崎

編物専門学校長）、設樂實（学校

法人設樂学園理事長）、中島利郎

（学校法人有坂中央学園理事長）、

渡邊幸惠（群馬服飾専門学校長）、

［埼玉県］小池千代子（学校法人

小池学園理事長）、中川裕之（学

校法人正興学園理事長）、［千葉

県］市原啓（財団法人市原学園理

事長）、植草範子（植草幼児教育

専門学校長）、土岐四郎（学校法

人土岐学園理事長）、［東京都］網

蔵卓爾（学校法人日美学園理事

長）、今井澄夫（トヨタ東京整備

専門学校教育部主査）、石橋万里

子（東京家政専門学校長）、大竹

通夫（八王子栄養専門学校長）、

小野正孝（東洋美術学校教頭）、

川並光昭（聖徳大学幼児教育専

門学校長）、小林光俊（日本福祉教育専門学校長）、窪田多美

子（学校法人窪田学園理事長）、窪田文子（元学校法人窪田学

園理事長）、櫻井康司（日本柔道整復専門学校長）、佐藤武揚

（学校法人佐野学園理事）、嶋岡比登枝（府中看護高等専修学

校教務主任）、高瀬和子（東京文化美容専門学校長）、高橋系

吾（道灌山学園保育福祉専門学校長）、高橋紀子（貞静学園保

育福祉専門学校長）、武市昌子（国際文化理容美容専門学校

専修学校教育功労者文部科学大臣表彰者

北海道～神奈川県

新潟県～和歌山県

鳥取県～沖縄県、国立、公立

文部科学大臣　専修学校教育功労者表彰
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渋谷校，国分寺校校長）、竹平潔（東京ホテルビジネス専門学

校長）、田中啓介（国際製菓専門学校長）、田中美恵子（学校法

人啓倫学園理事）、服部浩美（御茶の水美術専門学校長）、平

澤正男（聖徳調理師専門学校長）、三浦亮一（愛国学園保育専

門学校長）、山口広泰（学校法人電波学園理事長）、［神奈川

県］岩谷伸一（学校法人岩谷学園理事長）、櫻井武美（財団法

人櫻井学園理事長）、佐藤武昌（財団法人神奈川自動車学校

理事長）、［新潟県］渡辺敏彦（学校法人新潟総合学院学院長）、

［富山県］宮本悦子（出町家政専修学校長）、［福井県］稲寄俊

夫（学校法人稲寄学園理事長）、［山梨県］梅沢重雄（学校法人

日本航空学園理事長）、［長野県］内川明子（丸の内ビジネス

専門学校設置者）、大日方豊（いずみ商業専修学校長）、［岐阜

県］齋木寛治（専修学校中部国際自動車大学校長）、［静岡県］

川口政枝（川口調理師専門学校長）、［愛知県］青木修（菊武ビ

ジネス専門学校長）、井後治子（名古屋ファッション専門学

校長）、礒村義安（日慧調理専門学校長）、内山長久（名古屋情

報専門学校長）、小川明治（名古屋工学院専門学校長）、後藤

正子（後藤服飾専修学校長）、近藤始（名古屋情報メディア専

門学校長）、杉山孝男（国際トラベル専門学校長）、八木和久

（愛知文化服装専門学校長）、山本春樹（山本学園情報文化専

門学校長）、［三重県］大川吉崇（三重調理専門学校長）、［滋賀

県］辻順子（辻服飾専修学校長）、［京都府］植原啓之（京都コ

ンピュータ学院洛北校校長）、［大阪府］大江瑞子（元上田安

子服飾専門学校長）、後藤武治（学校法人後藤学園理事長）、

瓶井修（日本理工情報専門学校長）、古武一成（高津理容美容

専門学校長）、田中博司（大阪物療専門学校長）、谷本佳與子

（大阪美容専門学校長）、谷山光（大阪工業技術専門学校教育

局長）、土井加津人（天宗社会福祉専門学校長）、西口英男（学

校法人西口学園理事長）、野中翠（学校法人マロニエ文化学

園理事長）、平川玄治（修成建設専門学校長）、福田益和（学校

法人福田学園理事長）、別府隆之（田辺オフィスアート専門

学校長）、皆見量政（阪和鳳自動車工業専門学校設置者）、［兵

庫県］澤田善郎（神戸総合医療介護福祉専門学校長）、［奈良

県］山本恒雄（ひまわり服飾専門学校副校長）、［和歌山県］太

田霪子（太田ドレスメーカー専修学校長）、［鳥取県］松浦小

乃恵（学校法人鳥取経理学園理事長）、［島根県］長谷川幸子

（学校法人坪内学園副理事長）、和田京子（松江理容美容専門

学校事務長）、［岡山県］武田結幸（学校法人武田学園理事長）、

平田眞一（学校法人第一平田学園理事長）、本山アキエ（学校

法人本山学園理事長）、山口貴子（専門学校倉敷ファッショ

ンカレッジ校長）、［広島県］先本啓子（広島服飾専門学校長）、

古澤敏昭（学校法人古沢学園理事長）、増田義夫（学校法人増

田学園理事長）、［香川県］村川永子（白ゆり服装学院副学院

長）、［愛媛県］渡邊笙子（愛媛調理製菓専門学校長）、［高知

県］長闢八重美（高知文化服装専門学校長）、中屋久長（高知

リハビリテーション学院学院長）、［福岡県］井樋安雄（福岡

医科歯科技術専門学校教員）、岩田一夫（福岡医科歯科技術

専門学校教員）、上田泰延（ＫＣＳ福岡情報専門学校長）、齊

藤隆夫（学校法人斉藤学園理事長）、坂根嘉子（香蘭ファッシ

ョンデザイン専門学校長）、清水清子（専修学校紫苑学院長）、

坪根和人（専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス教頭）、［佐

賀県］堤惟義（学校法人佐賀コンピュータ学院理事長）、門司

健（学校法人九州アカデミー学園理事長）、［長崎県］鐡田徹

雄（学校法人鐡田学園理事長）、［熊本県］大倉長蔵（元専修学

校九州高等商業学校長）、加藤陽一郎（九州美容専門学校長）、

［大分県］田北登代子（学校法人田北学院副理事長）、油布好

文（大分経理専門学校長）、［宮崎県］井手脇万詔（宮崎ビジネ

ス公務員専門学校長）、後藤大治（学校法人日章学園学園長）、

［鹿児島県］久木田隼人（学校法人久木田学園理事長）、［沖縄

県］呉屋ヤヨイ（財団法人琉球美容専修学校理事長）、真栄城

玄静（海邦電子ビジネス専門学校長）

【公立】［北海道］須藤桃代（旭川高等看護学院副学院長）、

［千葉県］工藤良子（千葉県医療技術大学校教授）、［東京

都］闍橋順子（東京都立北多摩看護専門学校教務係長）、［愛

知県］澤田節子（県立愛知看護専門学校長）、［兵庫県］榎村

実枝（兵庫県立総合衛生学院歯科衛生学科教務主任）

【国立】［埼玉県］加藤博志（国立身体障害者リハビリテーシ

ョンセンター更正訓練所理療教育部教務統括官）、［東京都］

石�勝（東京医科歯科大学歯学部附属歯科技工士学校教務

主任）

塩谷副大臣に受賞者代表謝辞を述べる
八木和久全専各連副会長（左）

　全専各連では、専修学校制度制定３０周年を記念して、長

年にわり専修学校教育の発展に貢献した方々に対する顕彰、

会長感謝状の贈呈、会長表彰を行った。

【顕彰】１名。

　森喜朗専修学校振興議員連盟名誉会長

【会長感謝状】１７５名。うち各都道府県協会協会推薦１６７名

（名簿未掲載）。全専各連本部推薦８名。

全専各連顕彰・会長
感謝状・会長表彰　
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　全専各連の本部決定は、「文部科学省今後の専修学校教育

に関する調査研究協力者会議委員」を勤められた以下の方

々。（敬称略。５０音順）

　荒木誠（東京都私学行政課長）、石田敬二（株式会社東

京海上日動キャリアサービスキャリアクリエーション事業

部長）、浦部ひとみ（東京都立淵江高等学校主幹）、小野紘

昭（産能短期大学教授）、小杉礼子（労働政策研究・研修機

構副統括研究員）、舟本奨（株式会社教育戦略情報研究所

代表）、山野晴雄（桜華女学院高等学校教諭）、山本恒夫

（八洲学園大学教授、筑波大学名誉教授）

【会長表彰（敬称略。都道府県別５０音順）】４０３名。

　［北海道］赤羽幸雄（札幌テクノパーク専門学校校長）、

浅井洋子（北海道ドレスメーカー学院学院長）、伊東歌子

（芦別ドレスメーカー専修学校校長）、大黒周介（小樽理

容美容専門学校校長）、大瀧健一（学校法人宮島学園理事）、

荻野秀雄（帯広コンピュータ・福祉専門学校校長）、齋木�

雄（北日本自動車工学専門学校校長）、齋藤惠美子（青山

工学・医療専門学校校長）、斎藤修（釧路福祉・情報専門

学校副校長）、阪口陽子（釧路服飾専門学校教頭）、佐藤誠

（室蘭ドレスメーカー専門学院教頭）、杉本希世（日本ビ

ジネス綜合専門学校校長）、高橋信一（苫小牧高等商業学

校教頭）、竹森秀樹（学校法人旭川医療情報専門学校教頭）、

谷内眞佐子（北海道文化服装専門学校校長）、千葉信（北

海道理容美容専門学校校長）、常松哲（札幌工科専門学校

理事長）、南部ユンクィアンしず子（光塩学園調理製菓専

門学校校長）、樋詰千賀子（函館和洋裁女学校設置者・校

長）、肥田敏一（旭川調理師専門学校校長）、日沼俊栄（駒

沢大学看護福祉専門学校理事長・校長）、平田和博（大原簿

記情報専門学校札幌校校長）、平林義人（札幌服飾アカデ

ミー副校長）、藤原信子（網走文化専門学校校長）、水落敏

博（函館医療保育専門学校校長）、守本朝美（北見美容専

門学校校長）、山田幸作（北海道クミアイ自動車学校校長）、

吉田孝弘（吉田学園動物看護専門学校校長）、［青森県］小

野紀子（東奥保育・福祉専門学院学院長）、木浪賢治（ヘア

ーアートカレッジ木浪学園理事長）、桜庭せつ子（青森中

央文化専門学校学校長）、［岩手県］傳野昭彦（岩手理容美

容専門学校理事長・校長）、山村三夫（盛岡調理師専門学校

教頭）、［宮城県］佐藤豊（仙台歯科技工士専門学校理事長・

校長）、高橋泰子（亘理明和女学院教頭）、野口友子（国際

マルチビジネス専門学校理事長・校長）、［秋田県］菊地久

美夫（秋田簿記珠算専修学校校長）、［山形県］加藤静子

（山形デザイン専門学校理事長・学校長）、遠山節子（山形

美容専門学校校長）、［福島県］岩田拓郎（駿優予備学校郡

山校理事長・校長）、植田静子（須賀川専門学校校長）、遠

藤アサ子（いわき和裁専修学校校長）、木下玲子（木下女

子専修学校校長）、小林元善（福島県理工専門学校理事長）、

武井菊江（社団法人福島県専修学校各種学校連合会事務局

長）、松本トク（掛田服装専門学校校長）、渡辺百代子（飯

坂服装専修学校校長）、［茨城県］阿部千枝子（白土ドレス

メーカー専門学校校長）、岸澄江（やよい編物学院院長）、

杉山節子（杉山編物技芸学院院長）、羽成恵智子（高等専

修学校羽成ファッションスクール校長）、箕輪梅子（みの

わ技芸学院院長）、山本和子（文化洋裁学院院長）、［栃木

県］阿久津満枝（宇都宮服装文化学院校長・元理事）、阿部初

（阿部服装学院校長・理事）、刑部道子（刑部きもの学園女子

専門学校校長）、小寺政子（石山和装専門学校設置者）、竹澤

キサ（明美和装専門学校校長）、和氣知子（和氣和裁専門学校

校長・理事）、渡邉カネ（鹿沼ドレスメーカー女学院校長）、

［群馬県］飯田依久子（国際ファッションアート専門学校和

裁専科主任教員）、稲村美智子（学校法人矢野学園理事長）、

大渕陽三（昭和服装専門学校理事長）、神澤さえ（ニュースタ

イル高崎編物専門学校副校長）、北澤俊春（学校法人有坂中

央学園専務理事）、小暮俊子（白ゆりファッション専門学校

校長）、佐俣俊彦（東日本製菓技術専門学校校長）、設樂波津

子（桐生ビジネス専門学校学監）、島田文江（島田文化服装専

門学校設置者）、鈴木賢二（群馬社会福祉専門学校校長）、遠

山巍（学校法人山崎学園副理事長）、春山道子（群馬県美容専

門学校校長）、樋口美恵子（社団法人群馬県専修学校各種学

校協会職員）、町田俊子（大泉文化服装専門学校設置者）、簗

島愛子（さわらび服装専門学校設置者）、［埼玉県］浅沼良臣

にこやかに挨拶される森喜朗専修
学校等振興議員連盟名誉会長

受賞者代表・山本恒夫八洲学園大学教授への感謝状贈呈
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（川口文化服装専門学校理事長・校長）、荒川了平（学校法人

古藤学園理事長）、稲江榮一（東京音楽療法専門学校東京ピ

アノ調律アカデミー校長）、岡本比呂志（中央情報専門学校

理事長・校長）、中久夫（ワープロ・パソコン学園所沢ＴＹＰ

ＩＳＴ学院院長）、沼木慎二（大原情報ビジネス専門学校大

宮校、大原法律公務員専門学校大宮校、大原簿記医療秘書専

門学校大宮校校長）、林庸人（川口簿記専修学校校長）、松山

千恵子（専門学校トータルビューティカレッジ川越理事長・

校長）、武藤嘉之（大宮高等珠算学校校長）、村上ハルヨ（大宮

文化デザイン専門学校理事長・校長）、［千葉県］伊原得子（正

心実業専門学校設置者・校長）、今村力（ユニバーサルビュー

ティーカレッジ校長）、岡田充（明生情報ビジネス専門学校

理事長・校長）、佐藤隆志（成田国際福祉専門学校校長）、闍橋

喜三郎（千葉県自動車整備専門学校校長）、滝沢徳夫（富士コ

ンピュータ専門学校設置者・校長）、鳥居勝一（船橋情報ビジ

ネス専門学校理事長・校長）、中村洋子（学校法人中村学園専

務理事）、増渕美佐子（増渕家政専門学校設置者・校長）、矢部

明（専門学校ニホン・オートモービル・カレッジ理事長・校

長）、芳野志げ子（千葉調理師専門学校理事長・校長）、［東京

都］阿部仁（聖徳大学幼児教育専門学校教授）、石井実和子

（東京都歯科医師会附属歯科衛生士専門学校専任教員（主

任））、伊藤玲子（東京トフィ・ファッション専門学校講師）、

岩佐喜久代（山野美容専門学校副校長）、氏原英実（専門学校

東京ＩＴ会計２１、専門学校東京法律２１校長）、江副隆愛（学校

法人江副学園学園長・理事）、大久保光美（専門学校東京ビジ

ネス外語カレッジ簿記税務会計担当常勤講師）、岡田弘子

（専門学校日本デザイナー学院校長・理事）、門倉蔚子（大森

家政専門学校理事長）、北原義夫（東京綜合理容美容専門学

校理事、事務長）、久住眞理（早稲田医療専門学校学校長）、桑

原幹雄（織田調理師専門学校教務部長）、郡司勝美（東急自動

車整備専門学校教務係長）、小久和也（専門学校日本スクー

ルオブビジネス２１校長）、齊藤秀樹（東京医療専門学校教務

長）、櫻井誠（日本工学院八王子専門学校理事、副校長）、佐々

木慎吾（織田栄養専門学校教務部長）、志村節子（石神井服飾

専門学校教員・専門技術主任）、鈴木満（国際理容美容専門学

校美容科教師、入学相談室室長）、鈴木佳子（学校法人早稲田

学園理事）、住川啓子（国際園芸セラピー専門学校副校長）、

住川慎治（国際ビジネス専門学校副校長）、関川隆（アクト情

報ビジネス専門学校スポーツ教員室長）、田中由美子（西東

京調理師専門学校庶務経理主任）、田中よし子（織田デザイ

ン専門学校副校長）、谷川文彦（全国専修学校各種学校総連

合会事務局次長）、東條仁英（トラベルジャーナル旅行専門

学校理事・校長）、土岐祥子（東京ＹＷＣＡ専門学校社会福祉

科教務主任）、中島恒雄（学校法人サンシャイン学園理事長）、

奈良勢子（聖徳調理師専門学校教員）、西原申介（大原情報ビ

ジネス専門学校校長）、東野明（国際製菓専門学校小平校講

師）、廣嵜明博（東京調理師専門学校進路指導課課長）、藤木

隆幸（東京誠心調理師専門学校理事長室室長）、舩橋哲哉（中

央医療技術専門学校講師・評議員・理事）、星昭夫（日本美容

専門学校副校長）、細木元生（富士アスレティック＆ビジネ

ス専門学校設置者）、三村邦裕（専門学校東洋公衆衛生学院

教務部長）、森光江（宮川文化服装専門学校副校長）、矢島恭

子（彰栄保育福祉専門学校教授）、山闢荘太（学校法人駿河台

学園理事長）、山根瞳（アポロ歯科衛生士専門学校学校長）、

山辺重雄（東京栄養食糧専門学校教育部実験指導課課長）、

山本津貴子（服部栄養専門学校理事・校長代理）、吉田尚人

（東京ＩＴ会計専門学校教務部長）、渡邊榮三郎（萠愛調理師

専門学校学長、理事長代行）、［神奈川県］石川實（横浜デザイ

ン学院理事長）、伊藤稚子（登戸ドレスメーカー学院設置者・

校長）、稲福全昌（湘央医学技術専門学校理事長）、片山綾子

（大和ドレスメーカー女学院設置者・校長）、闢村俊裕（崎村

調理師専門学校理事長）、鈴木正（ヨコスカ調理師専門学校

理事長）、鈴木朝子（関東歯科衛生士専門学校校長）、田村守

（横浜経理専門学校校長）、深堀和子（外語ビジネス専門学校

理事長）、渕上正子（横浜市医師会看護専門学校副校長）、松

川美智代（社団法人神奈川県専修学校各種学校協会事務局

員）、吉野正夫（横浜高等教育専門学校校長）、米山実（米山フ

ァッション・ビジネス専門学校理事長）、［新潟県］五十嵐実

（日本自然環境専門学校校長）、斉藤秀志（国際エア・リゾー

ト専門学校校長）、清水優作（新潟会計ビジネス専門学校副

校長）、関川政春（国際トータルファッション専門学校校長）、

高橋淑浩（大原簿記公務員専門学校新潟校校長）、栂坂昌業

（学校法人新潟高度情報学園理事長）、南雲英秋（上越情報ビ

ジネス専門学校教務部長）、丸山愛（水原ドレスメーカー専

門学校校長）、［富山県］石沢宣子（高岡第一学園幼稚園教諭・

保育士養成所教授）、笹谷直和（北陸工業専門学校情報測量

学科長）、永井真介（富山情報ビジネス専門学校校長）、�沢

香代子（北陸工業専門学校事務主任）、安本義信（北陸ビジネ

ス福祉専門学校総務部長）、山口栄昭（氷見自動車学校指導

課長）、山本光子（青葉洋裁技芸専修学校教頭）、吉井加代子

（富山情報ビジネス専門学校学園本部職員）、吉本準（黒部自

動車学校校長）、［石川県］越中屋徳子（金沢福祉専門学校理

受賞者代表・黒木亮谷長野県会長への表彰状授与
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事長）、津田泰史（金沢医療福祉製菓専門学校教務主任）、堂

井脩（北陸デザイナー専門学校学校長）、堂井美代子（石川高

等編物学校学校長）、畠善昭（金沢情報ビジネス専門学校理

事長）、南佳子（石川県調理師専門学校専任教師）、宗本久美

子（石川県理容美容専門学校事務職主任）、［福井県］青池睦

子（学校法人青池学園理事長）、朝日恵子（専門学校福井文化

服装学院理事長・校長）、高山和夫（学校法人アイビー学院理

事長）、［山梨県］飯寄勝子（山梨県歯科衛生専門学校教務主

任）、窪田恭子（山梨県歯科衛生専門学校教務）、篠原千恵子

（甲府看護専門学校副校長）、山形正喜（山梨県美容専門学校

運営理事長）、［長野県］石田絹子（長野ビジネスアカデミー

校長）、岡正子（岡学園長野ファッションカレッジ校長）、黒

木亮谷（学校法人黒木学園理事長）、佐々木榮一（学校法人長

野県理容美容学園理事長）、高橋一彦（松本大学予備校校長）、

成田守夫（学校法人成田会理事長）、本田一男（日本スポーツ

科学専門学校校長）、槙原英勝（学校法人コア学園理事長）、

三澤清美（伊那ビジネス専門学校校長）、宮澤公子（長野文化

服装学院設置者・名誉学院長）、［岐阜県］多治見文雄（医薬事

務ＴｏＢｕＣｏカレッジ校長）、［静岡県］荻原利江（浜松経理専

門学校教頭）、久能�弘（富士情報ビジネス専門学校設置者・

校長）、笹田栄一（デザインテクノロジー専門学校校長）、杉

山誠一（東海医療学園専門学校校長）、鈴木とし（華星女子文

化学院設置者・校長）、鈴木啓之（中央歯科衛生士調理製菓専

門学校副校長）、竹森好美（学校法人駿河学院理事長）、辻村

宜孝（辻村和服専門学校設置者）、土屋雅子（土屋学園家政専

門学校校長）、中村忠平（静岡中村珠算学校設置者・校長）、中

村徹（静岡福祉医療専門学校、専門学校静岡電子情報カレッ

ジ校長）、長谷川妙子（社団法人静岡県専修学校各種学校教

育振興会職員）、平井一史（専門学校静岡工科自動車大学校

校長）、松井幸子（中遠調理師家政専門学校校長）、望月耕二

郎（富士調理製菓専門学校校長）、山下博通（静岡産業技術専

門学校校長）、若松昭（国際観光専門学校熱海校校長）、渡邉

雅夫（栄光ビジネスパソコン専門学校設置者）、［愛知県］秋

田和美（学校法人秋田学園理事長）、飯田信子（ファッション

専門学校常磐女学院教務統括部長）、石井和之（国際トラベ

ル専門学校企画広報室長）、井田忠之（学校法人名古屋呉学

園総務課課長代理）、市原康雄（愛知調理専門学校事務局長）、

伊藤智惠里（昭和洋裁学院校長）、伊藤輝幸（東海速算学校校

長）、伊藤裕章（学校法人電波学園法人本部人事係長）、伊藤

廣之（名古屋外語専門学校校長）、伊藤美代子（学校法人伊藤

学園理事長）、岩瀬せつ子（学校法人さくら学園理事長）、内

野康隆（専門学校名古屋デザイナー学院企画室長）、小川義

則（あいち情報専門学校教務部長）、片嶋文子（中部ファッシ

ョン専門学校校長）、加藤紳一郎（学校法人名古屋文化学園

理事長）、川闢省治（学校法人川闢学園理事長）、五味正雄（大

原簿記専門学校参事）、小山育久（財団法人山田美容学園理

事）、近藤厚（東海医療福祉専門学校渉外部長）、鈴木直光（笠

寺高等珠算学校校長）、高橋裕介（名古屋経営会計専門学校

教務主事）、竹内栄二（名古屋工学院専門学校教務科長）、寺

島清人（学校法人中西学園ＮＳＣ事務局総務部次長）、成田

三重（成田ドレスメーカー女学院校長）、長谷川義明（大原簿

記専門学校教務科長）、服部あや子（アヅマ和洋裁学院校長）、

原和正（名古屋工学院専門学校指導科長）、古川侃司（豊川珠

算学校校長）、堀田光雄（勝幡高等速算学校校長）、馬渕和彦

（トライデントコンピュータ専門学校総務本部次長）、馬渕

正雄（菊武ビジネス専門学校副校長）、三輪田初子（三輪田裁

縫専門学校校長）、本山星求（学校法人名古屋呉学園理事）、

山岸正治（宮川高等珠算学校校長）、吉田昌代（家政専門学校

緑ヶ丘女学院校長）、［三重県］伊藤八重子（桑名文化専門学

校学校長）、伊藤芳子（フレンド文化服装学院学校長）、衣斐

信行（鈴鹿オフィスワーク医療福祉専門学校学園長）、大橋

正行（学校法人大橋学園理事長）、葛巻貞雄（大安珠算学校学

校長）、中西久（伊勢調理製菓専門学校学校長）、松本闍一（津

新町珠算学校学校長）、吉田三津（吉田ドレスメーカー女学

院学校長）、［滋賀県］齋藤和子（滋賀県専修学校各種学校連

合会事務局長）、長良秀昭（水口女子専門学校高校部長）、［京

都府］相川三郎（京都伝統工芸専門学校名誉校長）、内ヶ島良

明（京都調理師専門学校学生部長）、金井俊一（有樹和裁専修

学校副校長）、神闢清一（京都ＹＭＣＡ国際福祉専門学校校

長）、笹倉博之（京都理容美容専修学校校長）、砂本貞子（京都

美容専門学校校長）、田中幸雄（京都調理師専門学校校長）、

服部晃佳（裏千家学園茶道専門学校学生課長）、吉田登（京都

インターアクト美術学校理事長）、［大阪府］足立裕亮（大阪

太成学院大学歯科衛生学院専門学校学院長）、石飛國子（新

大阪歯科衛生士専門学校副学校長）、岩井美和子（中央学園

専門学校副教頭）、上野光子（大阪歯科衛生士専門学校教務

主任）、内山耕二郎（東洋医療専門学校教務部長）、梅垣幸雄

（大原簿記専門学校大阪校校長）、江副玲子（上田安子服飾専

門学校教員）、榎本秀利（大阪総合デザイン専門学校非常勤

講師・顧問）、大川忠弘（学校法人重里学園理事）、太田功二

（東朋高等専修学校教頭）、岡崎顯正（東朋高等専修学校校

長）、岡崎顯誠（大阪自動車整備専門学校校長）、岡崎顯道（学

校法人岡崎学園理事長）、貴志貴子（大阪ファッションアー

ト専門学校教頭）、北山喜直（北大阪福祉専門学校学校長）、

桑原隆子（大阪美容専門学校教務主任）、河野忠雄（大阪歯科

衛生士専門学校校長）、斉藤春樹（高津理容美容専門学校理

容科長）、坂岡與夫（大阪社会体育専門学校教務部長）、坂野

豊子（大阪美容専門学校教務主任）、闍谷武（修成建設専門学

校建築学科長）、田中隆（大阪工業技術専門学校学校長）、田

野敬尹子（大阪モード学園教務部主任）、仲田聡（学校法人立

志舎理事）、長原正雄（大阪社会体育専門学校理事・校長）、中

本毎彦（大原簿記法律専門学校難波校校長）、中本典夫（学校
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法人モード学園常務理事）、西村敦（大阪リハビリテーショ

ン専門学校教育局長）、三枝省三（修成建設専門学校副校長）、

三宅恭子（中央学園専門学校）、村上義美（高津理容美容専門

学校参与）、森俊豪（学校法人森ノ宮医療学園理事長）、安雲

和四郎（森ノ宮医療学園専門学校校長）、吉田鈴実（中央テク

ニカルカレッジ専門学校）、［兵庫県］大岡夫美子（ビジネス

専門学校キャリアカレッジ但馬校長）、大村登久子（兵庫栄

養調理製菓専門学校校長）、河合政子（すずらん洋裁学院設

置者・院長）、絹川一子（絹川洋裁学院設置者・院長）、鈴木章

子（神戸ファッション専門学校校長）、高瀬好子（西脇家政高

等専修学校校長）、高田弘士（コロンビア学院予備校理事長）、

前田直義（姫路情報システム専門学校理事長）、三浦成雄（興

隆学林専門学校校長）、村上睦子（予備校神戸セミナー理事

長）、横田初江（神戸服装専門学校校長）、［奈良県］辰巳友昭

（学校法人辰巳学園理事長）、田中弘之（学校法人若羽学園常

務理事）、永井宏昌（学校法人永井学園理事長）、西村典久（学

校法人美芸学園理事長）、吉川志津子（学校法人吉川学園理

事長）、吉住秀（学校法人吉住学園理事長）、［和歌山県］山本

泰弘（山本珠算学校校長）、吉田透（田辺料理学校校長）、［鳥

取県］石原敏子（米子文化服装専門学校設置者・校長）、江嶋

由美（ウィルミナ・ドレスメーカー専修学校設置者・校長）、

福井由美子（専門学校米子女学園副校長）、三島貞子（米子和

裁学園設置者・学園長）、［島根県］今岡幸美（坪内珠算学校教

頭）、清水弘子（松江理容美容専門学校美容科主任）、森岡茂

（学校法人浜田白鳩学園理事長）、［岡山県］伊藤英明（専門学

校岡山情報ビジネス学院理事・事務局長）、伊藤博（岡山理科

大学専門学校副校長）、岡陽子（専門学校倉敷ファッション

カレッジ主任教師）、金子弘（専門学校ワールドオプティカ

ルカレッジ副校長）、田中正敏（専門学校ビーマックス社会

人教育コンサルティング事業部長）、坪井睦子（岡山県理容

美容専門学校事務長）、西崎裕之（中国デザイン専門学校ア

ニメコミック・スタジオ科科長）、平田倫子（まるひら洋裁学

院院長）、藤原京子（西日本調理製菓専門学校副校長）、古垣

みゆき（専門学校ビーマックス社会人教育次長）、松下正勝

（岡山歯科技工専門学院教務部長）、室山哲雄（学校法人本山

学園副理事長）、山内満（山内服装専門学校副校長）、［広島

県］上田三池子（学校法人上田学園理事長）、上野淳次（学校

法人上野学園理事長）、大橋啓一（ひろしま美術研究所、広島

芸術専門学校設置者・校長）、玄道良浩（広島和裁女子専門学

校設置者）、小井手響一（小井手学園広島ファッションビジ

ネス専門学校理事長）、後藤代子（専門学校ファッションビ

ジネス・アカデミー福山校長）、下坊和幸（広島ＹＭＣＡ学園

総主事）、鶴登美子（広島工業大学専門学校副校長）、流田和

朗（広島ファッション専門学校設置者）、西村徹（広島歯科技

術専門学校副校長）、古澤香代子（学校法人古沢学園事務長）、

宮木絹江（吉田和裁専門学校設置者・校長）、向井邦昭（日本

海洋技術専門学校校長）、若宮久和（専門学校広島アートフ

ァッションアカデミー理事長・校長）、［山口県］作重キミ江

（岩国理容美容専修学校校長）、末富清子（クイン編物学院設

置者・校長）、西村文子（西村服装技術学園設置者・校長）、古

川昇（柳井音楽専門学校設置者・校長）、三宅敬子（岩国家政

専門学校校長）、［徳島県］丹羽愛子（丹羽編物服飾専門学校

校長）、板東芳江（和晃編物ファッションビジネス専門学校

校長）、［香川県］一村ヒサヱ（高松編物技芸学院学院長）、遠

藤悦子（シャルムドレスメーカー専門学校校長）、玉木美智

子（立川和裁学校校長）、濱谷スヱ子（濱谷編物学校校長）、松

尾恭子（松尾編物手芸学校校長）、吉田弘子（吉田愛服飾専門

学校校長）、吉武信子（白ゆり服装学院院長）、［愛媛県］堺利

江（リエ洋裁専修学校学校長）、山本晴榮（学校法人山本学園

理事）、［高知県］小島静（フヂ服飾デザインスクール校長）、

川野和子（土佐情報経理専門学校理事）、小柴直子（高知情報

ビジネス専門学校業務部課長）、佐竹陽介（土佐総合学院専

門学校校長）、堀碩誉（高知理容美容専門学校理事長）、［福岡

県］入江謙二（公務員ビジネス専門学校財経部長）、大賀亮一

（九州電気専門学校教務部次長）、大波多徳壽（佐藤情報ビジ

ネス専門学校就職部長・広報部長）、鹿島政重（福岡建設専門

学校教員（学科長））、金澤昭（専門学校福岡カレッジ・オブ・

ビジネス広報部長）、金子恭子（香蘭ファッションデザイン

専門学校副校長）、過能龍介（大村美容専門学校総務課長）、

北村正雄（専門学校西日本アカデミー教務（学科長））、倉富

俊夫（北九州調理師専門学校事務長）、坂井宏隆（専門学校九

州デザイナー学院広報部長）、田所美保子（専門学校九州テ

クノカレッジ事務長）、田中稔（九州観光専門学校事務局長）、

坪内久美子（専修学校麗学園職員）、永野謙（中村調理製菓専

門学校助教授）、中村哲（中村国際ホテル専門学校理事長・校

長）、野口敏美（社団法人福岡県専修学校各種学校協会事務

局職員）、福山邦男（ＫＣＳ福岡情報専門学校副事務部長）、

古野金廣（学校法人麻生塾専務理事）、水野晴夫（大原簿記情

報専門学校福岡校校長）、吉永文治（専門学校九州ビジュア

ルアーツ校長）、［佐賀県］江口敏文（学校法人江楠学園理事

長）、杠研一郎（専修学校佐賀高等予備校設置者）、笠慶宣（学

校法人佐賀学園理事長）、［長崎県］大澤京子（壱岐高等家政

学院校長）、末竹弘之（専門学校させぼ公務員オブビジネス

副校長）、闍木智恵美（東洋文化服装専門学校副校長）、天満

和人（長崎リハビリテーション学院学院長）、松川一（国際情

報科学専門学校校長）、森ハツヨ（森家政専門学校校長）、［熊

本県］赤山武興（学校法人赤山学園理事長）、倉岡妙子（和

洋学園専門学校校長）、小山哲夫（専修学校熊本ＹＭＣＡ

学院学院長）、都田卓志（専門学校熊本ビジネスカレッジ

校長）、中島義和（熊本情報経理専門学校校長）、南部孝俊

（九州和服飾専門学校設置者・校長）、山部征三（九州測量

専門学校校長）、［大分県］生野雄一郎（学校法人生野学園理
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事長）、宮川宗久（学校法人善広学園理事長）、［宮崎県］井

手脇三智子（向洋学園高等専修学校教諭）、黒木キミヱ

（松竹洋裁学校設置者）、田代知代（宮崎栄進学院設置者）、

中村レイ（宮崎和裁学院学院長）、藤井文雄（都城文化服装

専門学校理事長）、匿名希望１名、［鹿児島県］久木田寿二六

（学校法人久木田学園学園長）、鮫島宗房（学校法人鮫島学園

理事長）、白瀬美鈴（ホワイト洋裁学院学院長）、原田孝三

郎（鹿児島ハイテク専門学校学校長）、森永茂樹（学校法

人南学園理事長）、［沖縄県］石川正一（大育情報ビジネス専

門学校校長）、大村静子（那覇高等美容学校理事長）、熊谷

フサ子（熊谷職業和裁学院校長）、多喜美枝子（沖縄学院

校長）、新島正子（沖縄調理師専門学校校長）、吉本サワ子

（中部美容専門学校理事長・校長）、吉本勇一（沖縄情報経

理専門学校校長）

　
中国ブロック会議

　７月５日、岡山県倉敷チボリ公園アンデルセンホールを

会場に開催された。総会では、大橋啓一中国ブロック会長

のあいさつに続き平田眞一岡山県会長が実施県を代表して

「実り多い会議となることを祈念します」と述べ、開会と

なった。中込三郎全専各連会長からは、専修学校制度３０周

年記念式典・祝賀会の開催について、４年制専門学校卒業

者に対する大学院入学資格と新しい称号の付与について、

さらに一条校との格差の是正の方向性などを含めてあいさ

つがあった。また、来賓として内野淳子岡山県副知事の祝

辞、来賓紹介が行われた。

　引き続き議事となり、まず、平成１６年度収支決算報告、

平成１７年度収支予算案の審議、決議文の採択が行われた。

役員改選では、広島県会長の交代によりブロック会長に吉

野恭治鳥取県会長が選出され、広島県の大橋前会長の後を

受けた鶴登美子会長がブロック副会長に就任、次期開催県

は広島県に決定した。また、専修学校制度制定３０周年記念

全専各連会長表彰の授与が行われ、総会が閉会となった。

　続いて研修会となり、中央情勢報告として文部科学省の

澤川和宏専修学校教育振興室長が講演。澤川室長は、今年

１月の中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」

で提言された４年制専門学校卒業者への大学院入学資格付

与、および３月にとりまとめられた今後の専修学校教育に

関する調査研究協力者会議の報告「今後の専修学校教育の

充実・振興について」での提言を解説した。また、全専各

連事務局から、全専各連の活動状況を中心に、専修学校等

振興議員連盟総会における全専各連としての要望事項、自

己点検・評価の推進等について、資料をもとに説明が行わ

れた。その後、各県の助成策についての報告と質疑が行わ

れ研修会を終了した。

　講演会では、「挑戦」と題して、本ブロック会議の会場と

なったチボリ公園を運営するチボリ・ジャパン株式会社の

高谷茂男代表取締役が、自らのこれまでの体験と経営哲学

を披露し、講演を行った。その後、懇親会となり、すべて

の日程を終了した。

　採択された決議文は以下のとおり。

【大会決議】

　専修学校制度が誕生して３０年、今ほど社会が職業教育の

必要性を認識している時代はないのではないか。本大会で

は中国５県の専修学校各種学校の現状を報告し、将来の専

修学校各種学校の在り様・姿をあらゆる角度から討議・検

討を行った。

　わが国では社会システムの変革とともに、若い人たちの

働くことの意味（職業観）が希薄化しニートと呼ばれる無

業者が増加している今日、特に専門学校は職業教育を担う

高等教育機関として、大きな社会的責務を担っている。今

日の学問中心主義的な高等教育は、世界的なグローバル化、

情報化社会の中では制度そのものが現実に対応できなくな

っている。その弊害は例を挙げるまでもない。原因は教育

制度があまりにも学問のみに偏りすぎて、形式的で硬直し

ていることにある。私たち専修学校各種学校もこの現状に

甘んじることなく、自助努力に努め、自己点検・自己評価

を推進することによって、一条校との格差是正を求めると

共に、自らも一条校との内容に差を無くすことに努力して

行きたい。

　今年度の全国専修学校各種学校総連合会運動方針、重点

目標８項目について、積極的に推進されるよう、中国ブロ

ックとしては賛同、協力することを確認する。なお、下記

の事項について、関係機関に対して、さらに推進されるよ

う要望する。

要望事項

１.現状の教育制度では、一条校在学生に比較して８２条校で

ある専修学校各種学校在学生に対する教育補助が不公平

である。今、職業教育が求められている時代。このまま

放置しておくと社会問題化することは必至である。現状

の機関補助から国民一人一人に公平な個人補助に切りか

えるべきである（教育バウチャー制度）。早急に現実的

システムを検討すべきである。

２.専修学校制度の設置から３０年、専修学校は時代に応じ変

化対応してきた。しかし、各種学校については未だに進

捗されていない。一条校も含めた教育改革全体の中で専

平成１７年度　全専各連　ブロック会議報告
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修学校各種学校制度の見直しと、職業教育の高度教育機

関設置（大学院レベル）について３０周年を期に積極的な

推進を図ること。

３.自らも自己点検・自己評価を推進することによって、一

条校との格差是正を求めると共に学校内部の改革を進め、

時代の流れに対応した、開かれた学校運営に努め、社会

的地位向上のため、自己点検・自己評価の実施に努力し

て行きたい。

以上決議する

平成１７年７月５日

全国専修学校各種学校総連合会　中国地区協議会岡山大会

近畿ブロック会議
　７月２１日、兵庫県ニューオータニ神戸ハーバーランドを

会場に開催された。八幡舒子兵庫県副会長の開会宣言続き、

稲葉豊近畿ブロック会長があいさつを述べ開会となった。

続いて中島利郎全専各連副会長から、７月１１日に開催され

た専修学校制度制定３０周年記念式典・祝賀会報告、４年制

専門学校卒業者に対する大学院入学資格の付与について、

激甚法等の１条校との格差是正の方向性等を含めてあいさ

つが行われた。次に来賓祝辞として、荒川敦兵庫県企画管

理部長が井戸敏三兵庫県知事からの祝辞を代読、続いて八

木和久全専各連副会長より専修学校制度制定３０周年記念全

専各連会長表彰の授与が行われ、表彰対象者全員の氏名が

読み上げられた後、代表者の河合政子先生に表彰状が手渡

された。

　引き続いて、澤川和宏文部科学省専修学校教育振興室長

が、来賓あいさつを兼ねて専修学校を取り巻く現状報告と

して大学院入学資格付与、高度専門士の称号付与、ｅラー

ニング等の拡大、自己点検・評価や情報開示の重要性、文

部科学省委託事業申請の留意点等の説明を行った。

　次に全専各連事務局が中央情勢報告として、中央教育審

議会大学分科会制度部会について、教育基本法の改正に伴

う職業教育体系の構築の必要性、激甚法対応について、自

己点検・評価の考え方、学校法人会計基準の改正等の説明

を行った。

　昼食後、「職業教育における専修学校・各種学校の役割」

をテーマにパネルディスカッションが行われた。

　最初に山田昌弘東京学芸大学教育学部教授より「希望格

差社会と職業教育」をテーマに約１時間の基調講演が行わ

れた。小憩後、武田政義前兵庫県教育長兵庫県参与・（財）

兵庫県芸術文化協会理事長、寺崎浩幸神戸青年会議所副理

事長・シャチフードシステム（株）取締役副社長、水野雄

二神戸ＹＭＣＡ学院専門学校長をパネラーに迎え８０分のパ

ネルディスカッションを行った後、会場参加者との意見交

換が行われた。

　パネルディスカッション終了後、鎌谷秀男大阪府会長か

ら次回当番府県会長あいさつが行われ、次年度の近畿ブロ

ック会議は平成１８年７月１９日・大阪府太閤園で開催される

ことが報告された。

　最後に福岡富雄兵庫県副会長から閉会の辞が述べられ会

議終了。その後別室で懇親会が催され、全日程を終了した。

北海道ブロック会議
　７月２１、２２日、北見東急インを会場に専修学校各種学校

の教職員の資質向上、教育内容の充実と更なる学校経営の

安定に資することを目的として、第４８回北海道私立専修学

校各種学校教育研修大会として開催された。参加者約１２０

名。大会主題は「活力ある職業教育をめざして」。

　開会式では、最初に専修学校制度制定３０周年を記念して、

全専各連会長表彰の授与式が執り行われ、北海道の被表彰

者２８名のうち、当日参加された１６名の方々に、中込三郎全

専各連会長から表彰状が授与された。

　続いて、栗谷川悠北海道理事長が大会長挨拶に立ち、道

内の専門学校と大学短大の就職者数・就職率を例にあげ、

専修学校各種学校の社会貢献の大きさを指摘した上で、「今

後とも各学校が団結して職業教育機能を活用し、フリータ

ーやニートの問題にも対応していきたい」と述べた。また、

栗原寛隆北見支部長が、実行委員長挨拶として歓迎の言葉

と本研修大会の意義を述べた。来賓祝辞では、忠嶋隆北海

道総務部学事課長から「『新生　北海道』を支える人づく

りにおいて、専修学校各種学校の人材育成に期待している

こと」、次いで船橋利実北海道議会議員から「職業教育は

地域や経済の根幹をなすものであり、今までにも増して一

層の努力が必要であること」、また、神田孝次北見市長か

ら「地域で子どもを育て守る社会の構築において、専修学

校各種学校の役割が大きいこと」が述べられ、最後に中込

全専各連会長が４年制等の専門学校卒業者に対する大学院

入学資格の付与といった最近の活動の実績等を説明した上

で、「専修学校各種学校が法的に学校として位置づけられる

よう、今後も運動を展開していく」と述べた。

　開会式に続いて研修会が行われた。講演Ⅰとして文部科

学省の高木貴専修学校教育振興室第二係長が「専修学校・

各種学校をめぐる最近の動向」をテーマに、文部科学省の

中央教育審議会の答申及び協力者会議の報告に基づいて、

制度化される４年制等の専門学校卒業者に対する「大学院

入学資格の付与」並びに「高度専門士の称号付与」の概要、

また、「ｅラーニング等の拡大」の考え方、自己点検・評

価や情報開示の重要性、文部科学省委託事業の申請上の留

意点などについて説明を行った。

　続いて、講演蠡として（株）船井総合研究所スクールビ

ジネスチームのスクールプランナーの石田淳志氏と経営コ
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ンサルタントの糠谷和弘氏を講師に迎え、「活力ある教育現

場を作る意識活性化手法その漓」として、『元気な教職員を

生むツボ』『元気な先生をつくる！』をテーマに、まずは管

理者が現状を把握し、今後の理念や方針を明確に教職員に

示した上で、個々の教職員の意識を啓発する環境を整え、

自己実現に向けて自ら行動するような活力を持たせていく

ことの重要性などを、グループワークを交えながら説明し

た。

　以上で第１日目を終了。少憩の後、地元出身で「きたみ

観光大使」を務める女優の沢田亜矢子さんを迎えて、和や

かに懇親会を行った。

　第２日目は、講演蠱が、前日に続いて（株）船井総合研

究所スクールビジネスチームの石田氏と糠谷氏による「活

力ある教育現場を作る意識活性化手法その滷」として行わ

れ、『よい学校の創り方セミナー』『元気な先生をつくる！

（２）』をテーマに、優れた学級経営の成果を学内全体に

浸透させるために、実態の分析に努め、優れた学級経営の

ノウハウ等を文書化して情報共有し、さらにスーパーバイ

ザー機能を導入して各教員が確実に成果をあげていく仕組

みの重要性を説明した。

　また、講演蠶では、全専各連事務局が「全専各連活動状

況報告」として、国の動きと団体の活動について、教育基

本法の改正をめぐる議論と１条校化の考え方、若者自立・

挑戦プランと各省庁の施策の関連、激甚法のプロジェクト

チームの立ち上げ、財務情報の公開のあり方、協力者会議

の報告に基づく設置基準の改正内容とポイント、自己点

検・評価の重要性などについて説明を行い、研修会を終了

した。

　閉会式では、谷内昭治北海道副理事長が副大会長挨拶と

して、北専各連が来年度６０周年を迎えることに触れ、「本研

修の成果を活かして、引き続き職業教育を通じて社会貢献

を図っていきたい」と述べ、最後に栗原北見支部長と次期

開催地の宮闢善昭札幌支部長が引継ぎの握手を行って閉会

式を終了、正午過ぎに散会した。

九州ブロック会議
　７月２２日、沖縄県那覇市のパシフィックホテル沖縄を会

場に開催された。はじめに九州ブロック協議会総会が開か

れ、主催者として闍山哲信九州ブロック会長・福岡県会長

が「３０周年を迎えた専修学校制度を支えてきた諸先輩に対

し感謝すると同時に、今後の専修学校各種学校がわが国の

職業教育の発展に寄与できるよう、より一層努力しなけれ

ばならない」とあいさつ。開催県からは名城政次郎沖縄県

会長があいさつ、また来賓として沖縄県知事、那覇市長ら

が祝辞を述べた。

　続いて議案審議となり、平成１６年度事業報告及び決算報

告が承認され、各県提出議案として専門学校の自己点検・

評価について、宮崎県の川越宏樹会長から各学校における

積極的な推進を図っていくことが提案された。次いで決議

文が読み上げられ、全会一致で採択された。

　全体研修会では「ヤンキー新たなる挑戦－超不良が教育

に生きる、今始まる新しい挑戦」と題して、横浜市教育委

員会の義家弘介氏が講演を行った。義家氏は自らの生い立

ちと恩師との出会い、余市高校での教育経験をとおして、

教育の原点とこれからの教育のあるべき姿について語った。

　分科会では、経営管理部会として文部科学省の平松昌弥

専修学校教育振興室室長補佐が文科省における専修学校教

育振興施策および個人情報保護法の施行にともなう個人情

報の取り扱いについて講演を行った。また、教務広報部会

では、キャリア・サポート・マインド（ＣＳＭ）の必要性

について、（株）ＪＭＡＭチェンジコンサルティングの小林

智明氏が講演、さらに全専各連事務局から自己点検・評価

の推進に関しての説明が行われた。同時に体育部会も開催

され、第２７回九州ブロック専門学校体育大会についての協

議も行われた。

　その後、懇親会となり大会の全日程を終了した。

　採択された決議文は以下のとおり。

【決議文】

　本年、専修学校制度が発足して３０年を迎えた。この間私

共専修学校各種学校は「職業教育機関」として、多様な分

野において実践的、専門的な技術、技能、知識を教授し、

社会のその時々のニーズに応え、多くの優秀な人材を世に

送り出してきた。今や専修学校は九州８県で４８３校、生徒

数１０１,０００人を数え、各種学校も１８４校１６,０００人と社会的に

も認知度が高まり、職業教育機関としての評価が定着して

きた。

　しかしながら、少子高齢化、高度情報化の急速な進展、

長期化した経済の停滞や産業構造の変化等に起因する若年

者の深刻な就業問題等に加え、改善が進まない一条校との

格差、私立学校法の改正、専修学校、各種学校設置基準の

改正、また今年４月より施行された個人情報保護法等によ

り、私共を取り巻く環境は厳しく多くの課題、社会的責任

が課せられている。

　本日、「専修学校制度制定３０周年記念」九州ブロック大会

の名において、下記事項を行政当局並びに全専各総連合会

に対して強く要望し、併せて九州ブロック会員校自身が課

題の実現に向け奮励努力することを決議する。

記

１．国・県等の行政機関への要望

（１）制度改革の早期実現

　専修学校における教育内容の高度化等の実態、将来の方

向性を踏まえて、社会にも理解されやすい制度改革、課程
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別設置基準制定の早期実現を図ること。

（２）激甚法の改正

　去る３月２０日に発生した福岡県西方沖地震では福岡県、

佐賀県に被害があった。今後の不測の事態を考えて、現行

「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法

律（激甚法）」では学校教育法第一条の学校のみが救済対

象であるのを、同じ公的教育機関である専修学校、各種学

校も救済の対象となるよう激甚法改正を図ること。

２．全国専修学校各種学校総連合会への要望

　九州ブロック内にも元気のある専修学校が多くあり、学

校経営者、教職員にも優秀な人材が数多い。今後地方分権

が推進されるなか全専各連の活動に、より地方の声を反映

させるためにも、全専各連役員、委員会委員などに九州ブ

ロック内人材の積極登用、また諸会議研修等の九州開催機

会を増やすこと。

３．九州ブロック内会員校の課題、社会的責任の遂行に向

けて

　専修学校各種学校を取り巻く環境は校種規模により異な

るが、山積する課題のなかから次の事項を今後の我々の果

たすべき重要課題として自覚し、改善を図り一層の社会的

責任を果たすべく努力することを申し合わせる。

（１）　自己点検・評価の積極的な導入の推進

（２）　改正私立学校法の施行による財務情報の公開に対

する対応

（３）　個人情報保護法の全面施行で学生生徒の個人情報

の適切な取り扱い

（４）　制度整備が議論されているなか、職業教育機関に

ふさわしい教育内容の質の向上、教職員の資質の向上

を図る

平成１７年７月２２日

全国専修学校各種学校総連合会九州ブロック大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄大会）

中部ブロック会議
　８月２５、２６日の２日間にわたり、愛知県・名古屋ガーデ

ンパレスにて開催された。参加者は約２００名。大会テーマ

は「職業教育の未来を思考する」。

　まず開会式に先立ち、八木和久中部ブロック長・愛知県

会長が専修学校各種学校の教育に尽力された物故者に対す

る拝謝の念を述べ、参加者による黙祷が行われた。開会式

では、国歌斉唱、小川明治愛知県副会長の歓迎のことば、

八木中部ブロック長の主催者あいさつに続き、功労者表彰

として、各県の役員として多大の功績のあった１０名の方々

に中部７県ブロック協議会会長表彰が授与された。その後、

坪内孝満全専各連副会長があいさつし、また、来賓として

平松昌弥文部科学省専修学校教育振興室室長補佐、愛知県

知事代理の長谷川信義愛知県副知事、名古屋市長代理の小

林勝彦名古屋市教育委員会教育次長が祝辞を述べた。

　小憩の後、議長団に礒村義安愛知県副会長、中村徹静岡

県会長、浦山哲郎富山県副理事長を選出し本会議を開催し

た。議事では、平成１６年度事業報告、大会テーマ説明が行

われ全会一致で承認された後、平松文科省室長補佐が概要

説明として、学校基本調査速報に基づく専修学校各種学校

の現況、中央教育審議会答申並びに協力者会議のポイント

と「大学院入学資格」及び「高度専門士」の制度化の動き、

国民年金法における学生納付特例制度の対象となる各種学

校の課程の範囲拡大、構造改革特区基本方針に基づく特例

措置、個人情報保護法への対応、平成１７年度専修学校関係

予算などについて配付資料をもとに解説したほか、教育現

場でも問題となっているアスベスト使用についての注意を

促した。引き続き全専各連事務局が「全専各連活動状況報

告」として、若者自立・挑戦プランと専修学校各種学校に

関連する予算や税制、協力者会議報告等の意義、自己点

検・評価の必要性について報告を行った。その後、大会宣

言が全会一致で採択され本会議を終了。

　休憩をはさみ、「日本経済の展望」と題し、水谷研治中京

大学大学院教授による講演会が実施された。水谷氏は、日

本経済の展望を国家財政と絡め、膨大となった国の借金を

後世への負の遺産としないためにも、抜本的な改革が必要

であることを説くとともに、また戦後、奇跡的な復興を遂

げた日本人の潜在能力にも触れ、将来の日本を支える優秀

な人材を輩出する上で、職業教育に対して大いに期待して

いると締めくくった。

　最後に、閉会式では、八木中部ブロック長の御礼のあい

さつの後、愛知県から静岡県へ各県のブロック協議会用県

旗が引継がれ、中村静岡県会長から次期開催県あいさつが

行われた。その後、懇親会となり１日目の日程が終了した。

　２日目は、愛知県で開催されている万国博覧会「愛・地

球博」への視察のために会場へ移動、到着後、解散し全日

程を終了した。

【大会宣言決議文】

　中部７県ブロック協議会定期大会は今年で５０回目を迎え

ました。また、今年は専修学校制度発足３０周年という記念

の年でもあります。この節目に際し、専修学校各種学校の

未来を思考するとき、今にも増して『職業教育機関』とし

ての大きな役割が考えられます。

　現代社会では、フリーター・ニート・若年失業者などが

４００万人を超え、日本産業界が育んできた技術・技能の蓄積

や継承にも支障をきたしてきています。社会や経済が不透

明な時代に『職業教育』の重要性が見直されている今こそ

専修学校各種学校がその役割を担うときです。教える側に

「時代を変革する若者を作るのだ！」という気概と情熱が
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あれば、それに見合った夢や希望を持った人材が育ちます。

社会が専修学校各種学校教育に託した『職業教育』こそが、

停滞する経済・社会を明るい未来へと導くキーワードです。

　中部７県の専修学校各種学校は、この地域の産業界を支

える職業教育機関としての地位を着々と築いてまいりまし

たが、時代の流れは更なる進化を期待しています。未来へ

の扉を開くためには、固定概念に捉われず物事に対処する

と同時に、新しいセオリーを作り出す姿勢が必要です。我々

は、時代の潮流を真正面から受けとめ、社会から職業教育

の第１人者として一層支持される学校を目指し研鑽を重ね

ます。

　中部７県ブロック協議会第５０回定期大会にあたり、職業

教育の更なる発展を期して、次の５項目を決議します。

（１）産業界に有為な人材を輩出すべく、更なる職業教育

の充実・向上を図る。

（２）『職業教育の日（７月１１日）』等を通して、専修学校

各種学校の役割と社会貢献３０年の実績をアピールする。

（３）適切な方法での情報開示と『自己点検・評価の推進』

に努め公共性を高める。

（４）個人情報保護法の趣旨を尊重し、学生生徒等の個人

情報の適切な取扱に努める。

（５）専門教育機関としての安定した地盤を確保するため、

専修学校各種学校に対する激甚災害法の早期適用を求

める。

全国専修学校各種学校総連合会

中部７県ブロック協議会第５０回定期大会（愛知県大会）

四国ブロック会議
　８月２５、２６日の２日間にわたり、愛媛県松山市・道後山

の手ホテルにて開催された。参加者は約８０名。

　開会にあたっては、村井淳子愛媛県副理事長が開会を宣

言、笹田義雄愛媛県理事長の開催県挨拶に続き、中島利郎

全専各連副会長が本部挨拶を述べた。引き続き、吉野内直

光愛媛県副知事による愛媛県知事の来賓祝辞代読、横田愛

文部科学省専修学校教育振興室第一係長からの祝辞、武井

正浩松山市参与による松山市長の祝辞代読、田中多佳子愛

媛県議会総務企画副委員長による県会議長の祝辞代読が行

われた。

　来賓紹介・祝電披露に続いての基調講演「専修学校各種

学校の動向と将来展望」では、横田文科省第一係長が「４

年生以上の専門学校卒業者に対する高度専門士（仮称）の

称号付与と大学院入学資格付与」、「専修学校におけるｅラ

ーニング等の拡大」等を中心に、今後予定されている文部

科学省の施策について述べ、質疑に回答した。続いての全

専各連報告「専修学校・各種学校の現状と今後について」

では、全専各連事務局が「高度専門士（仮称）称号の付与

と彼らへの大学院入学資格の付与は、専修学校・各種学校

教育の最高峰を示すとともに、将来の全体的ステップアッ

プ、教育の複線化を睨んだ重要な施策となろう」「学校の評

価・点検ならびに情報開示は保護者からの要望も多く、今

後の専修学校・各種学校の発展にとって重要なもの。是非、

積極的に取り組んで頂きたい」等、全専各連の見解を中心

に報告、質疑に回答した。

　続いて、ダイキ株式会社の大亀孝裕代表取締役会長によ

る特別記念講演「私のこだわり」、各県行政担当者からの

行政報告、四国４県代表者による活動状況報告、次年度開

催県挨拶が行われ、篠闢義彦愛媛県副理事長の挨拶により

閉会。情報交換会へと移った。

　２６日は、希望者による道後近郊視察の後、解散となった。

北関東信越ブロック会議
　８月３０日、栃木県・宇都宮東武ホテルグランデにおいて

開催された。参加者は約１６０名。

　全体会では齋藤武士栃木県副会長の開会のことば、国歌

斉唱に続き宇田川泰弘栃木県会長が幹事県を代表してあい

さつを述べ、また主催者として中島利郎北関東信越ブロッ

ク会長・群馬県会長があいさつを述べた。続いて、専修制

度制定３０周年会長表彰ならびに感謝状贈呈が行われた。さ

らに来賓を代表して福田富一栃木県知事、澤川和宏文部科

学省専修学校教育振興室長、中込三郎全専各連会長があい

さつを述べた。来賓紹介、祝電の披露が行われ、川嶋武美

栃木県副会長が閉会のことばを述べて全体会を終了。

　引き続き全体会議となり、基調講演として中津正修トヨ

タウッドユーホーム株式会社代表取締役社長が「これから

の社会で活躍する人材」をテーマに講演を行い、技術だけ

でなく変化に対応できる柔軟性を持った人材の育成に努め

てほしいと語った。

　その後、澤川文科省室長が文部科学省概況報告、各県担

当者から行政施策報告、また、全専各連事務局から概況報

告が行われたのち、大会決議が採択された。群馬県が次年

度開催県に決定、閉会のあいさつを宇田川栃木県会長が述

べて、すべての日程を終了した。

　なお、採択された決議文は以下のとおり。

【大会決議】

　本大会は「さらなる職業教育の充実をめざして」をテー

マに開催された。

　現在、専修学校各種学校をとりまく環境は非常に厳しい

状況にある。

　少子化・大学全入時代を迎え、この難局をいかに生き抜

く（乗り切る）かについて、各校は日々苦闘している。

　専修学校各種学校は、その原点である実践的な職業専門

教育を通して、有為な人材を社会に送り出している我が国



広報全専各連 第１２６号平成１７年９月３０日１４

における唯一の高度な職業教育機関であり、激変する社会

に対応する人材育成は、日本経済の発展・活性化の為、極

めて重要で、いまや完全に大学と肩を並べる存在となった。

　専修学校各種学校が、時代のニーズに適合した高等専門

教育機関であることに鑑み、本大会では国および県等の行

政機関に対し、専修学校各種学校の制度的位置付けの明確

化を主眼とした制度改正を要求するとともに、引き続きこ

れまでの各種支援等の継続拡大を基調に下記事項を強く要

求する。

記

１．国・県等行政機関は我が国において、高等教育の一翼

を担う専修学校及び各種学校に対し、ふさわしい公的助

成及び地方交付税の拡大、税制上の優遇措置を講ずるこ

と。

２．専修学校制度発足から３０年が経過し、専修学校各種学

校の社会的評価の向上は顕著であるが、いまだ高等教育

機関に対する認識は充分ではない。より一層の社会的理

解を深める為にも、文部科学省は社会に適合する（適応

する）新しい多様かつ高度な専門職業体系の構築を主眼

とした抜本的な制度の改正を推し進めること。

３．フリーター・ニート等対策の「若者自立・挑戦プラン」

「キャリア教育総合計画」、社会人等対策の「キャリア

アップ支援事業」等への我々の取り組む諸施策に対し、

関係省庁は必要に応じて公的助成を含む必要な制度の制

定を積極的に進めること。

４．高等教育機関として、高度職業人育成を担うための

「専門大学」の創設を文部科学省は引き続き積極的に進

めること。

５．生涯学習社会において、何時でも何処でも誰もが職業

にかかわる学習機会を充実していけるよう職業教育体系

を構築し、職業教育の重要性を訴えるとともに、職業教

育機関としての専修学校各種学校教育の振興と、より一

層の社会的評価の向上が図られるよう要望する。

６．自らも自己点検・自己評価を推進することによって、

一条校との格差是正を求めると共に学校内部の改革を進

め、時代の流れに対応した、開かれた学校運営に努め、

社会的地位向上のため、自己点検・自己評価の実施に努

力して行きたい。

　以上のとおり、本大会において決議する。

　　　　　　　　　　平成１７年８月３０日

　　　　　　　　　　全国専修学校各種学校総連合会

　　　　　　　　　　　第３６回北関東信越ブロック大会

　６月２８日正午、専修学校等振興議員連盟の総会が自民党

本部７０１号室で開催された。同議員連盟は昭和５３年に専修

学校制度の創設を受けて発足し、世話人代表に原田憲衆議

院議員が就任、その後、平成９年には会長に森喜朗衆議院

議員、幹事長に町村信孝衆議院議員が就任して専修学校教

育の振興に努めてきた。

　総会に先立って森会長が「１８歳人口の減少期にあって、

専修学校の学生生徒は減っておらず、いよいよ専修学校各

種学校の時代という感じがする。迷える若者たちをしっか

り受け止めて、技術はもちろん、社会の構成員になる幅の

広い人間の育成に努めてほしい」と退任のあいさつを含め

て、専修学校関係者に要請した。

　総会で新たに選出された町村会長は「原田先生、森先生

のもとで事務局長や幹事長を仰せつかり、この間、特定公

益増進法人、専門士の称号付与、大学編入学の実現など、

専修学校は大きく発展してきた。今後もみなさんの力を借

りて専修学校の発展に努めていきたい」と就任のあいさつ

を述べた。

　このあと、新たに就任した塩谷立議連事務局長・幹事の

司会進行により、中込三郎全専各連会長が「制度が発足し

て３０年がたち、専修学校は大きく変化している。学習者の

立場で職業教育を展開していることから、就職率も８０％、

学んだ専攻分野に９０％が就職するという実績を誇ってい

る」と専門学校をアピールした上で「学校教育法第１条校

以外の教育施設としてではなく、専修学校を”学校”とい

うカテゴリーの中に入れてほしい」と強く要望した。

　文部科学省からは田中壮一郎生涯学習政策局長、钁原靖

生涯学習推進課長らが出席、同省における専修学校の振興

策などについて説明した。新役員は次のとおり。（敬称略、

当時）

○名誉会長＝森喜朗（衆）

○顧問＝森山眞弓（衆）、河野洋平（衆）、中山太郎（衆）、

保利耕輔（衆）

○会長＝町村信孝（衆）

○副会長＝麻生太郎（衆）、斉藤斗志二（衆）、甘利明（衆）、 

大島理森（衆）、中曽根弘文（参）、小野清子（参）

○副会長・幹事長＝河村建夫（衆）

○幹事・事務局長＝塩谷立（衆）

○幹事・事務局次長＝遠藤利明（衆）、山谷えり子（参）

○幹事＝根本匠（衆）、尾身幸次（衆）、佐田玄一郎（衆）、 

石原伸晃（衆）、伊藤公介（衆）、稲葉大和（衆）、長瀬甚遠

（衆）、馳浩（衆）、野田聖子（衆）、左藤章（衆）、大前繁雄（衆）、

田野瀬良太郎（衆）、柳本卓治（衆）、塩崎恭久（衆）、 

谷川秀善（参）、木村仁（参）

専修学校等振興議員連盟総会　�町村信孝議員会長に就任
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田県で１１.９％、滋賀県で６.７％のそれぞれ減少が見られるが、

他では前年度比５％以下の減少であった。

　分野別では、医療２２３,８１３人、文化・教養１６４,８９１人、工業

１１７,６３８人、衛生９５,３５７人、商業実務７８,３２６人、教育・社会

福祉６９,５１４人、服飾・家政３１,４４７人、農業２,６６５人となった。

前年度比で増加したのは、医療５,２９２人（２.４％）、衛生３６０

人（０.４％）、農 業２２８人（９.４％）、教 育・社 会 福 祉７５人

（０.１％）の４分野。減少したのは、工業７,８０７人（６.２％）、

服飾・家政２,７３５人（８.０％）、文化・教養２,６３９人（１.６％）、商

業実務１,１７７人（１.５％）の４分野となっている。

　分野別学生数を専門課程でみると、医療は６,４１９人

（３.２％）増加して２０７,８２２人、文化・教養は６７５人（０.６％）

増加して１２２,７１７人、工業は７,０８４人（６.０％）減少して

１１１,８７９人、衛生は７４４人（０.９％）増加して８６,６９０人、商業

実務は８６１人（１.２％）減少して７０,８３０人、教育・社会福祉は

１７人（０.０１％）減少して６７,５５６人、服飾・家政は１,８５９人

（６.８％）減少して２５,３３３人、農業は２４３人（１０.１％）増加

して２,６４５人となった。

　また、全体の学科別で増加が目立つのは、柔道整復

２,７２０人、はり・きゅう・あんま１,２５２人、工業その他９２４人、

　文部科学省より平成１７年５月１日現在の学校基本調査速

報が公表された。今回の調査で専修学校は、学校数は前年

度に比べ６校減少し３,４３８校、また在籍者数は前年度に比

べ８千人減少し７８３,６５１人であることがわかった。

　今春の高等学校卒業者１,２０２,７３２人に占める専修学校専門

課程入学者の割合は、昨年度に比べ０.２ポイント低下して

１９.０％となり７年ぶりに減少したが、過年度高卒者等を含

む進学率は０.１ポイント上昇して２３.９％となり、過去最高を

記録。また、今春の高卒者の大学（学部）への進学率は

２.１ポイント上昇して過去最高の３９.３％、就職者の割合は２

年連続で上昇して１７.４％となった。

　なお、今年度から、専修学校に関する調査項目が制度創

設以来全面的に見直され、７分野で新たな項目が追加され

た。

　主な速報値は次のとおり。

【専修学校】

学校数　全体では前年度より６校減少し、３,４３８校となっ

た。

　都道府県別の学校数は、東京都４５９校、大阪府２５０校、愛

知県１９３校、福岡県１９２校、北海道１８４校の順で多い。前年

度との比較では、大阪府で６校、岩手県、栃木県、長野県

でそれぞれ３校、宮城県、京都府、兵庫県、香川県、熊本

県、宮崎県でそれぞれ２校、神奈川県、福井県、三重県、

福岡県、長崎県、大分県、鹿児島県、沖縄県でそれぞれ１

校増加したのに対し、東京都で７校、岐阜県で６校、新潟

県で４校など、計１６都道県で減少した。

　課程別では、専門課程を置く学校は７校増加して２,９７３

校、高等課程を置く学校は３３校減少して５７６校、一般課程

を置く学校は１１校減少して２２９校となった（課程併設校あ

り）。

学生・生徒数　全体では７８３,６５１人となり、前年度比８,４０３人

（１.１％）の減少。平成１２年度を境に増加に転じて以来、

初めての減少となった。

　課程別では、専門課程は１,７４０人（０.２％）減少して

６９５,４７２人となり、７年ぶりに減少に転じた。高等課程は

３,２３６人（６.６％）減少して４５,８９３人、一般課程は３,４２７人

（７.５％）減少して４２,２８６人となった。

　都道府県別では、東京都１８７,１６０人、大阪府９２,５１８人、愛

知県５２,８３３人、福岡県５２,４４６人、北海道３８,６２４人の順にな

っている。前年度との比較では、大阪府１,５１９人、神奈川

県１,０１４人、長野県３７５人、沖縄県３５８人、宮崎県３０６人など

計１８府県で増加している。減少した２８都道県について、秋

文部科学省　学校基本調査速報
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保母養成５５３人、通訳・ガイド５５１人、歯科衛生４９６人。逆に、

情報処理５,１７０人、受験・補習２,４３９人、美容１,６５２人などで

減少が見られる。なお、教育・社会福祉その他３１,３０６人、

商業実務その他３０,１７５人、文化・教養その他２９,６４０人、医療

その他２３,８８７人などで減少しているのは、今年度より学科

の調査項目を１２学科新設したためである。

　修業年限別でみると、専門課程の３年以上４年未満が

６,７１１人（３.４％）増加して２０３,４６４人、４年以上が３,０９４人

（８.０％）増加して４１,６７９人となった。

入学者数　全体で３８６,９５９人となり、前年度比で１３,０７６人

（３.３％）減少した。

　専門課程では入学者のうち新規高卒者数は前年度比

５,３１３人（２.２％）減少して２３２,３６３人となった。高卒者の専

門課程への進学率は、前年度よりも０.２ポイント低下して

１９.０％となった。なお、今春の新規高卒者は１,２０２,７３２人で、

前年度より３２,２８０人（２.６％）減少している。

　専門課程入学者のうち大学等の卒業者数は、前年度より

１,４１３人減少の２４,８６１人となった。内訳は大学卒業者１８,５３１

人、短大卒業者５,９３３人、高等専門学校卒業者３９７人。入学

者全体に占める割合は７.６％で前年度よりも０.２ポイント低

下した。

　また、新規中学校卒業者の高等課程進学者は８,９０８人と

なり、前年度より３８６人（４.２％）減少している。

卒業者数　全体では３４８,２８１人となり、前年度より５,４２３人

（１.６％）増加している。制度施行６年目となる専門課程

卒業者の大学への編入学者数は２,３１９人で前年度に比べて

３５８人（１８.３％）増加した。

教員数　本務教員数は４１,７６１人で１,０９８人（２.７％）の増加。

本務教員１人に対する学生・生徒数は前年度１９.５人から今

年度１８.８人になった。また、兼務教員数は１０９,９２５人で８７５

人増加した。

【各種学校】

学校数　全体で１,８３０校となり、前年度比で４８校（２.６％）

減少した。都道府県別の学校数は、東京都１７９校、愛知県

１３０校、兵庫県１０１校、三重県９８校の順で多く、鳥取県と広

島県でそれぞれ２校、山口県で１校増加したが、和歌山県

で７校、三重県、京都府、大阪府でそれぞれ４校など、計

２１都府県で減少した。

生徒数　全体で１６３,９６６人となり、前年度比で１４,１５１人

（７.９％）減少した。

　都道府県別にみると、福井県５４３人、広島県１４１人、岡山

県１３７人などが増加、東京都３,１３５人、愛知県２,０５１人、大阪

府１,６６７人、北海道１,５３１人などが減少している。

　分野別では、農業で１１０人増加したほかは、その他

１０,８６８人、文化・教養９８７人、商業実務８０８人、医療７６５人、

家政５３３人などが減少している。
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　６月２２日、東京都・アルカディア市ヶ谷にて全国各種学

校協会の第７回定例総会が、委任状を含め４０名の参加によ

り開催された。

　事務局による総会の成立報告に引き続き、谷内昭治会長

の開会あいさつが行われ、議長に大橋啓一副会長、議事録

署名人に河村洋理事と細野美貴専門委員が選出された。そ

の後、全専各連事務局による概況報告が行われ、以下の審

議に入った。

【第１号議案　平成１６年度事業報告】

　配付資料により事務局が以下の実施事業を報告。

　漓第６回定例総会、滷理事会（理事会・専門委員会合同

会議）、③理事会・専門委員会合同研究会、④国民年金保険

料の学生納付金特例制度の適用。

　質疑はなく、全員これを了承。

【第２号議案　平成１６年度収支決算報告】

　配付資料により事務局が説明。中村忠平監事が監査報告

を行い、全員異議なくこれを了承。

【第３号議案　平成１７年度事業計画案】

　配布資料により会長が以下の事業計画案を説明。質疑は

なく、全員これを了承。漓国民に分かりやすい学校制度の

確立（各種学校制度の改革）、滷学習歴評価機構の創設を

研究する、澆教育バウチャー制度の導入運動、潺制度的格

差の是正（各種学校生に対する日本学生支援機構奨学金の

貸与、通学定期に関する調査と格差の是正、各種学校規程

の見直し、その他の振興対策活動）、⑤広報活動の推進（専

修学校各種学校制度改正のための活動、職業教育の日推進

のための活動、まなびピア推進のための活動）、澁会議日程。

【第４号議案　平成１７年度収支予算案】

　配付資料により事務局が報告、全員異議なくこれを了承。

　以上により、議長が両議案の原案通りの承認を確認し議

事の終了を宣言した。

　なお、総会には、本年４月より着任した澤川和宏文部科

学省専修学校教育振興室長が同席、国民年金保険料の学生

納付金特例制度の適用を中心に、個人情報保護法ガイドラ

イン、学校基本調査における学科区分の見直し等に関する

詳しい説明を行った。

賓の澤川和宏文部科学省専修学校教育振興室長、中込三郎

全専各連会会長があいさつを述べた。

　総会の議案は、第１号議案、平成１６年度事業報告（案）、

第２号議案、平成１６年度収支決算（案）、並びに監査報告。

第３号議案、任期満了に伴う役員の選任について。第４号

議案、顧問等について。議案は、すべて承認された。

　その後、総会は、役員改選に伴い一時休憩に入り、臨時

理事会、臨時監事会を別会場で開催し、菅原一博理事長、

鐡田松雄副理事長、細谷秋男副理事長、秋葉英一常任監事

が再任された。

　総会再開後、新理事長、新副理事長があいさつを述べ、

委員会報告を行い、閉会となった。

　５月２６日、全国経理教育協会第５９回通常総会が、東京・

都市センターホテルにて開催された。

　鐡田松雄副理事長の開会あいさつに続き、菅原一博理事

長があいさつを述べた。続いて会員等の表彰が行われ、来

　６月５日、愛知県・名古屋キャッスルプラザを会場に

（社）全国珠算学校連盟第４４回通常総会が開催された。

　開会にあたり、鐡田松雄会長があいさつを述べた。次に

議長選出となり、定款により鐡田会長が議長に就任し、議

事に入った。議題は以下のとおり。

【平成１６年度事業報告および収支決算報告】

　事業報告については、各委員会が担当の所管業務の活動

報告を行い、収支決算報告については財務委員会から報告

が行われた。出席者全員一致で異議なく承認され、総会を

閉会した。

　６月７日、東京都・中野サンプラザを会場として、全国

専門学校情報教育協会第９回定例総会が開催された。出席

者は委任状を含め１３９名。

　会則にもとづき福田益和会長が議長となり、議事録署名

人に斉藤重光氏、高橋欣一氏が選出され、議事に入った。

【第１号議案　平成１６年度事業報告】

　委員会活動、教員研修会、セミナー、専修学校フォーラ

ム、全国専門学校ロボット競技会の開催、広報事業等につ

いて事務局より説明。全会一致で承認された。

【第２号議案　平成１６年度収支決算報告】

　配付資料をもとに事務局より説明。監査報告の後、全会

一致で承認された。

【第３号議案　インターネット教育協議会の合併について】

　本会へのインターネット教育協議会（ＶＩＣ）の合併申し

入れについて、岡山保美運営委員長が経緯を説明。本会組織

の体質強化につながること等から、全会一致で承認された。

【第４号議案　本会の社団法人化について】

専門部会等　総会報告
全国各種学校協会　第７回定例総会

全国経理教育協会　第５９回通常総会

全国珠算学校連盟　第４４回通常総会

全国専門学校情報教育協会
第９回定例総会
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　本会の社団法人化の趣旨及び必要な基金について岡山運

営委員長が説明。全会一致で承認された。

【第５号議案　平成１７年度事業計画案】

　各委員会の事業計画、イベント事業の開催、「ビジネスプ

ロデュース・コンペティション」事業に関する委員会の設

置等について事務局より説明。全会一致で承認された。

【第６号議案　平成１７年度収支予算案】

　配付資料をもとに事務局より説明。全会一致で承認された。

　最後に、吉田松雄副会長があいさつを述べ、閉会となった。

　６月１０日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として、

ＮＰＯ法人全国美術デザイン専門学校教育振興会第２回定

例総会が開催された。出席総数は２２法人（委任状含む）。

総会の成立が確認された。

　総会に先立ち、稲葉豊理事長より開会が宣誓された。議

長に高橋英雄氏（北海道芸術デザイン専門学校）が、議事録

署名人に天野光氏（専門学校アートカレッジ神戸）、横村一

男氏（日本デザイン専門学校）が選出され、審議に入った。

【第１号議案　平成１６年度事業報告】

【第２号議案　平成１６年度収支決算報告】

　各担当より報告がなされ、平成１６年度収支決算報告書に

関する監査報告書が読み上げられた。質疑応答後、いずれ

も原案通り承認された。

【第３号議案　平成１７年度事業計画案】

【第４号議案　平成１７年度収支予算案】

　各担当より説明があり、質議応答後、いずれも原案通り

承認された。

【第５号議案　役員改選の件】

　提案が出席会員全員の賛成により承認された。

　その他の報告事項として、入会・退会の報告があり、出

席会員全体の承認を得た。

　以上で全審議を終了し、議長は閉会を宣言した。

　６月２８日、愛知県・名古屋ガーデンパレスを会場に全国

語学ビジネス観光教育協会第２３回定例総会・第３６回語学ビ

ジネス分野専修学校教員研修会が開催された。

　出席者は委任状を含め３９名。

　開会にあたり、早原瑛理事長があいさつを兼ねて、専修

学校を取り巻く近況を報告するとともに、観光英検や日本

の観光についての検定試験等の協会としての今後の取り組

み方針を説明した。

　事務局による総会の成立報告に引き続き、議長に早原理

事長、議事録署名人に石塚勉副理事長と巌那々子常務理事

を選出し、議事に入った。審議事項は以下のとおり。

【第１号議案】平成１６年度事業報告

【第２号議案】平成１６年度収支決算報告

【第３号議案】平成１７年度事業計画案

【第４号議案】平成１７年度収支予算案

　全議案異議なく承認され、総会が閉会し、引き続き愛知

学泉大学の黒田貞一氏を講師に迎え、「中国人の日本への旅

行と中国語検定試験および旅程管理者についての提案」を

テーマに教員研修会を開催し、全日程を終了した。

　６月３０日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場に全国予

備学校協議会第２８回定例総会が開催された。出席者は委任

状を含め７２名。

　木庭令一副会長の開会の言葉に続き、早原瑛会長が会長

あいさつを述べた。事務局による総会の成立報告に引き続

き、議長に闍橋一彦副会長、議事録署名人に岩田拓郎副会

長と喜多徹人副会長を選出し、議事に入った。審議事項は

以下のとおり。

【第１号議案】平成１６年度事業報告

【第２号議案】平成１６年度収支決算報告

【第３号議案】平成１７年度事業計画案

【第４号議案】平成１７年度収支予算案

【第５号議案】役員改選の件

　役員改選では、早原会長の再選が総会で報告され、全議

案について原案通り承認され、総会を終了した。

　７月１５日、東京・アルカディア市ヶ谷を会場に、出席校

５６校（委任状含む）を得て、第２７回全国工業専門学校協会

定例総会が開催された。鎌谷秀男会長があいさつの後、議

長に就任し議事に入った。審議内容は以下のとおり。

（審議事項）

【第１号議案】平成１６年度事業報告および収支決算報告

【第２号議案】平成１７年度事業計画案および収支予算案

【第３号議案】電卓・ポケコン技能検定事業の改革

　各担当より、総会資料に基づき各内容の説明、報告が行

われ、全議案とも異議なく承認された。

（報告事項）

【第４号議案】その他

　事務局より、ペイオフ対策として預金先分散化の報告が

行われた。

全国美術デザイン専門学校教育振興会
第２回定例総会 全国予備学校協議会　第２８回定例総会

第２７回全国工業専門学校協会定例総会

全国語学ビジネス観光教育協会
第２３回定例総会

専門部会等　競技大会報告
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　第１１回全日本専門学校野球選手権大会が、７月５日から

７日の３日間にわたり、大阪府・南港中央野球場で開催さ

れた。

　全国専門学校野球連盟主催。財団法人日本野球連盟、全

専各連後援。予選を勝ち抜いた７校で優勝が争われた。結

果は以下のとおり。

　優勝：日本ウェルネススポーツ専門学校（東京都）、準優

勝：履正社学園コミュニティ・スポーツ専門学校、第３位：

甲賀健康医療科学専門学校（滋賀県）、大阪社会体育専門

学校（大阪府）

　第１５回全国高等専修学校体育大会夏季大会が７月２６日か

ら２９日の４日間にわたり、山梨県・富士吉田市の富士北麓

公園体育館、河口湖町民体育館等を会場に開催された。

　主催は全国高等専修学校協会及び特定非営利活動法人Ｎ

ＰＯ高等専修教育支援協会、主管は全国高等専修学校協会

体育振興委員会、後援は文部科学省、山梨県、富士吉田市、

富士吉田市教育委員会、河口湖町、河口湖町教育委員会、

朝日新聞社、専門学校新聞社、日本自転車振興会他、協力

は（社）山梨県専修学校各種学校協会、協賛は大塚製薬

（株）、日本卓球（株）。

　全国から２２校、約８５０人の選手、役員が参加して、日頃

の練習の成果を発揮した試合が繰り広げられた。　

　団体競技種目の成績は次のとおり。

○軟式野球

　優　勝：生蘭高等専修学校（神奈川県）

　準優勝：武蔵野東技能高等専修学校（東京都）

○バレーボール男子

　優　勝：町田調理師専門学校高等課程（東京都）

　準優勝：町田家政福祉高等専修学校（東京都）

○バレーボール女子

　優　勝：育成調理師専門学校高等課程（兵庫県）

　準優勝：町田調理師専門学校高等課程（東京都）

○バドミントン男子

　優　勝：町田家政福祉高等専修学校（東京都）

　準優勝：大和商業高等専修学校Ａ（神奈川県）

○バドミントン女子

　優　勝：町田家政福祉高等専修学校（東京都）

　準優勝：大竹高等専修学校（東京都）

○バスケットボール男子

　優　勝：東放学園高等専修学校（東京都）

　準優勝：彰華学園総合専門学校高等課程（埼玉県）

○バスケットボール女子

　優　勝：東放学園高等専修学校（東京都）

　準優勝：ヨコスカ調理師専門学校高等課程（神奈川）

○卓球男子

　優　勝：生蘭高等専修学校（神奈川県）

　準優勝：武蔵野東技能高等専修学校（東京都）

○卓球女子

　優　勝：生蘭高等専修学校（神奈川県）

　準優勝：今泉女子専門学校高等課程（福島県）

○サッカー

　優　勝：東海学院文化教養専門学校高等課程（茨城県）

　準優勝：町田調理師専門学校高等課程（東京都）

○自転車競技男子

　優　勝：生蘭高等専修学校（神奈川県）

　準優勝：越生工業技術専門学校高等課程（埼玉県）

○自転車競技女子

　優　勝：大竹高等専修学校（東京都）

　準優勝：生蘭高等専修学校（神奈川県）

○陸上４００ｍリレー男子

　優　勝：武蔵野東技能高等専修学校（東京都）

○陸上４００ｍリレー女子

　優　勝：武蔵野東技能高等専修学校（東京都）

○スポーツ吹矢

　優　勝：武蔵野東技能高等専修学校（東京都）

　準優勝：大竹高等専修学校（東京都）

　第１４回全国専門学校バレーボール選手権大会が、８月１

日から４日の４日間にわたり、大阪府・舞洲アリーナで開

催された。

　全国専門学校体育連盟、全国専門学校バレーボール連盟

共催。文部科学省、全専各連、（社）大阪府専修学校各種学

校連合会後援。

　男子１７チーム、女子１８チームが参加。大会結果は以下の

とおり。

（男子の部）優勝：日本ウェルネススポーツ専門学校（東

京都）、準優勝：大阪社会体育専門学校（大阪府）、第３位：

東京スポーツ・レクリエーション専門学校

（女子の部）優勝：アクト情報ビジネス専門学校（東京都）、

準優勝：大阪社会体育専門学校（大阪府）、第３位：日本

ウェルネススポーツ専門学校（東京都）　

　第２５回全日本珠算技能競技大会が７月２９日から３０日の２

日間にわたり、愛知県・名鉄犬山ホテルで開催された。

　（社）全国珠算学校連盟主催。文部科学省後援。団体戦

第１１回全日本専門学校野球選手権大会

 第 １５ 回全国高等専修学校
　

体育大会夏季大会

第２５回全日本珠算技能競技大会

第１４回全国専門学校バレーボール選手権大会
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　６月３０日、東京都・グランドアーク半蔵門を会場として

専教振第５８回評議員会・第８６回理事会を開催した。

　評議員会は正副理事長、財務担当常務理事の同席のもと、

委任状を含めた出席者２２名を得て午前１１時から開催。鎌谷

秀男理事長の開会あいさつの後、議長に齋木寛治評議員、

議事録署名人に岡本比呂志評議員と岩谷伸一評議員が選任

された。

　理事会は委任状を含めた出席者１７名を得て午後２時から

開会。寄付行為の規定により鎌谷秀男理事長が議長となり、

議事録署名人に千葉雅保理事、坪内孝満理事が選任された。

両会共通の議案は、以下第１号から第４号。理事会のみ第

５号が追加。審議経過は以下のとおり。

【第１号議案　平成１６年度事業報告】

【第２号議案　平成１６年度第２次補正予算案】

【第３号議案　平成１６年度収支決算報告】

　各会とも議事の都合上、第１号議案から第３号議案につ

いて一括審議を行った。第１号議案は、事務局が配付資料

をもとに、教員研修・研究事業、検定事業、保険・共済事

の結果は以下のとおり。

第１部（小学生の部）　優勝：宮城県、準優勝：東京都

第２部（中学生の部）　優勝：宮城県、準優勝：三重県

　日本の専門学校への留学、日本語学校への就学を志す学

生を対象とした「２００５日本留学フェア（台湾）」が７月２９

日（高雄）、３１日（台北）で開催された。今回のフェアは、

全専各連、東京都専各協会の共催で、参加校は専門学校２２

校１３ブース、日本語学校１１校１０ブース。昨年は、独立行政

法人日本学生支援機構との共同開催であったが、本年は専

門学校と日本語教育機関での単独開催となった。

　２９日は高雄国賓大飯店を会場として入場者数は１９６人。

３１日は台北世界貿易センターを会場として入場者数は

１,３００人。台北会場は各学校ブースとも常時人で埋まり、

各会場とも日本留学への熱意ある質疑応答が行われた。

ョンなどの分野の専門学校生による各種イベントも開催さ

れ、３０年の道程を振り返ると同時に、その目的、教育内容

などを社会にアピールした。

　また、会場では専門新聞社が主催した“全国高校生・高

等専修学校生「私のしごと」作文コンクール”の優秀作品

が展示され、９月４日には優秀者の表彰が行われた。

　今年で１７回目を迎える全国生涯学習フェスティバル（ま

なびピア）が、鳥取市を中心にして、１０月９日から１０月１５

日までの７日間にわたり開催される。今年のテーマは「夢

砂丘　まなびのオアシス　さがそうよ」。

　フェスティバルでは、生涯学習体験広場、生涯学習見本

市など多くのイベントが用意されている。

　全専各連・専教振・全国学校法人立専門学校協会・全国

各種学校協会では生涯学習見本市に出展し、『７月１１日　職

業教育の日』、専修学校各種学校が生涯学習社会に果たし

ている役割、文部科学省認定Ｊ検・Ｂ検等に関するパネル

展示・パンフレット配布を行う予定。

　「専修学校制度３０周年記念展」が、９月１日（木）～７

日（水）の１週間、新宿駅西口広場イベントコーナーで開

催された。テーマは「ときを超えて、明日につなぐ」。

　主催は、専修学校制度３０周年記念展実行委員会（中込三

郎委員長）。文部科学省、全専各連、専教振など１１の専修

学校関係団体が後援、百数十校の専門学校が協賛。企画運

営は専門学校新聞社。

　記念展には、専修学校の歩みを示す写真や資料、専門学

校生の制作した各種作品が多数展示、デザイン、ファッシ

　各都道府県協会等の事務局移転につきまして、下記

のとおりお知らせいたします。

（社）福岡県専修学校各種学校協会

〒８１２－００１３福岡県福岡市博多区博多駅東１－１７－１

　福岡県福岡東総合庁舎

　ＴＥＬ　０９２－４８３－１７８９　ＦＡＸ　０９２－４８３－１６３５

まなびピア鳥取２００５　１０月９日より開催

全専各連・東京都専各協会共催
「２００５日本留学フェア（台湾）」

専修学校制度３０周年記念展実行委員会
「専修学校制度３０周年記念展」

移転のお知らせ協協会会等等のの
事事 務務 局局

専教振第５８回評議員会・第８６回理事会
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業、教育出版事業、調査研究事業（受託事業）等の活動と

成果を報告。第２号議案及び第３号議案は、八木和久財務

担当常務理事が報告、秋葉英一監事が監査報告を行った。

評議員会では、検定事業会計産学連携研究開発基金の目的、

および管理費の按分比率について質疑が出された他は特に

異議なく原案どおり承認された。また、理事会では、委託

事業の支出状況、保険事業収入の内訳などに関する質疑お

よび財産の適切な運用についての意見交換が行われた他は、

特に異議なく原案どおり承認された。

【第４号議案　平成１７年度第１次補正予算案】

　配付資料に基づき、八木和久財務担当常務理事が平成１７

年度の一般会計・事業会計・各検定事業会計の第１次補正

予算案について説明を行った。両会とも本議案について質

疑はなく、原案どおり承認された。

【第５号議案　寄付行為施行細則の一部改正等】理事会の

みの審議事項

　配付資料をもとに稲葉豊副理事長が常務理事会での議論

を踏まえて、寄付行為細則より名誉職の規定を削除するこ

とについて説明を行った。続いて大橋啓一保険担当常務理

事が配付資料をもとに、保険事業等の運営に関する委員会

規定を制定することについて説明を行った。委員会の規定

に関しては「新規保険事業計画」について質疑が行われた

ほかは特に異議なく、原案どおり拍手承認された。

　７月１９日、２０日の２日間、指導者研修会が、東京都・ホ

テルフロラシオン青山にて開催された。主催は専教振。本

研修の目的は、専教振の研修事業等中央委員会（以下、中

央委員会という。）で検討中の新任教員研修カリキュラム

のうち、新科目「専修学校における職業教育」を担当する

講師の養成。受講者は全国の専修学校教員１６名。講師は、

岩谷伸一中央委員会委員、東條仁英中央委員会カリキュラ

ム改訂委員、桝田嘉生ビジネス能力検定中央委員会委員。

　初日は、闍山哲信中央委員会委員長があいさつを述べ開

講。東條委員からの新科目のシラバス・指導要領について

の説明の後、鈴木政信カリキュラム改訂委員からの事例発

表が行われた。続いて、講師陣指導のもと、グループワー

クによる指導重点項目についての教案作成が行われた。

　２日目は、各グループで取りまとめた教案をグループ代表者

が全受講者の前で発表した後、講師陣との意見交換を行った。

　研修後の修了式では、講師陣が総括講評を述べた後、中

村徹研修・研究担当常務理事より受講者に修了証書が授与

され、全日程を終了した。

　「全ての教育分野、全ての学校でビジネス教育を実践」

を目標に、例年全国各地区で開催している本研修は、本年

度、全国１０会場での開催を予定しており、これまでに４地

区で実施された。主な内容は、企業が求める人材像につい

ての講演、高等学校や専門学校の講師陣によるビジネス教

育の導入事例、授業での取り組み方、ビジネス能力検定の

紹介や指導ポイント。

　本年度前期に開催された４地区の研修内容は次のとおり。

愛知会場　６月１７日　愛知県・名古屋ガーデンパレス

特別講演『企業が求める人材像』譁パシフィックツアーシ

ステムズＩＴ・経営企画室室長　磯理文。事例発表漓『イン

プットからアウトプットへ　ロールプレイングの具体的取

り組み』明治大学リバティーアカデミー　伊藤京子、滷

『自分を生かす職場』辻学園調理技術専門学校　近藤正二。

検定受験の研究『問題作成の視点から』ビジネス能力検定

問題作成委員会委員長　山崎厚【参加数３５名】

宮城会場　６月２４日　宮城県・仙台ガーデンパレス

特別講演『企業が求める人材像』（財）本田財団常務理事　

伴俊夫。事例発表漓『学生参加型授業による働く意識付

け』国際理容美容専門学校　渡辺真由美、滷『利用客の視

点で考える習慣をつけるビジネス教育授業－顧客満足戦略

の実例に学ぶ－』金沢国際専門学校　山本航。検定受験の

研究『問題作成の視点から』ビジネス能力検定専門委員会

　近藤正二【参加数３０名】

沖縄会場　７月８日　沖縄県・沖縄産業支援センター

特別講演漓『専修学校先進的教育研究開発－事業報告－』

（社）沖縄県専修学校各種学校協会事務局、滷『沖縄の自

立に向けた企業の求める人材』ＳＹＭＢＡネットワーク代

表　安里繁信。事例発表漓『学生参加型授業による働く意

識付け』国際理容美容専門学校　渡辺真由美、滷『教育の

品質保証－授業導入３年目の成果』トラジャル旅行ホテル

専門学校　北川能之。検定受験の研究『問題作成の視点か

ら』ビジネス能力検定問題作成委員会委員長　山崎厚【参

加数９６名】

岡山会場　８月２日　岡山県・ピュアリティまきび

特別講演『若者に求めるビジネス能力』（株）ビズ・アーツ代

表取締役社長　池田哲也。事例発表『高等学校からビジネ

ス教育へのチャレンジ』岡山県立矢掛商業高等学校進路指

導課課長　三澤啓二。パネルディスカッション『ビジネス

教育に求めるもの』コーディネーター（学）武田学園理事長

　武田結幸、パネラー：譁ビズ・アーツ代表取締役社長　池

田哲也、（株）リットシティ取締役部長　片岡俊治、くらし

指導者研修会　新科目「専修学校における職業教育」を担当する講師を養成

ビジネス教育「教員と講師のための研修会」



広報全専各連 第１２６号平成１７年９月３０日２２

き作陽大学キャリアサポートセンター副センター長　近藤洋、岡山県立

矢掛商業高等学校進路指導課課長　三澤啓二、エクシード

システム（株）開発部人事　妹尾幸子。検定受験の研究

『問題作成の視点から』ビジネス能力検定問題作成委員会

　委員長　山崎厚【参加数８５名】

　今回で第１１回を迎える「ビジネス教育指導者研修会」が、

８月２０日から２２日まで、千葉県・東京海上日動市川研修セ

ンターで開催された。この研修会は「学生の職業観の育成、

職業社会が求める人材」を考え、実際のクラスマネジメン

トを実習、質の高い職業教育のできる人材の養成を目的と

して毎年８月に実施されている。今回の参加者は２１名。

　初日は、岩谷伸一ビジネス能力検定専門委員会委員長の

あいさつで開講、続いて桝田嘉生講師が研修会に対する心

構えを述べた。その後、（株）西日本ジャテックス古垣みゆ

き講師とともに、アイスブレイクを兼ねた参加者の自己紹

介が行われた。教育実習は、各参加者が１８分間の模擬授業

を行い、講師・受講者による講評を１０分間受ける形で行わ

れ、２日目の昼過ぎまで続けられた。全員の実習が終了し

た後、グループに分かれ教育実習の振り返りが行われた。

夜には懇親会が開かれ、講師と受講者がこれまでの研修会

の内容や日頃の職業教育などについて積極的に意見交換を

行った。

　最終日は、岩谷伸一講師を司会に、パネラーには、横田

剛一（株）エル専務取締役、立石貴子ヨコハマグランドイ

ンターコンチネンタルホテル研修支配人を迎えた産学交流

ディスカッションが開かれ、受講者から様々な意見が出さ

れ活発な討論が繰り広げられた。その後、桝田嘉生講師、

古垣みゆき講師により「教師のあり方」－学習意欲を喚起

するには－をテーマにグループワークが行われた後、終了

式を行い閉講、解散した。

【参加校】（都道府県順）

〔群馬県〕専修学校群馬自動車大学校、中央情報経理専門

学校、〔東京都〕国際理容美容専門学校、駿台トラベル＆

ホテル専門学校、早稲田美容専門学校、日本福祉教育専門

学校、〔新潟県〕新潟情報ビジネス専門学校２名、〔岐阜

県〕中部国際自動車大学校、〔愛知県〕学校法人中西学園、

名古屋総合デザイン専門学校、〔島根県〕専門学校松江情

報ビジネスカレッジ２名、〔岡山県〕専門学校ビーマック

ス、〔広島県〕専門学校広島自動車大学校、〔高知県〕高知

情報ビジネス専門学校、〔福岡県〕専門学校西鉄国際ビジ

ネスカレッジ、専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス、麻

生公務員専門学校、麻生工科デザイン専門学校、麻生情報

ビジネス専門学校

　全国工業専門学校協会主催。第３２回電卓・ポケコン技能

検定が６月２６日に実施された。試験結果は以下のとおり。

３級　出願者数７３名、受験者数７１名、合格者数６６名、合格

率９３.０％

２級　出願者数６５１名、受験者数６１１名、合格者数４８４名、

合格率７９.２％

１級　出願者数２５名、受験者数２５名、合格者数１５名、合格

率６０.０％

プログラム級　出願者数２３４名、受験者数２１９名、合格者数

２０２名、合格率９２.２％

　平成１７年６月１９日（日）に文部科学省認定第２３回情報処

理活用能力検定（Ｊ検）が実施された。受験状況・結果は

次のとおり。

　出願団体数　 ２４４団体

　会場数　  ２２４会場

　出願者総数　 １８,６５１名

　３級　 出願者数　 ９,７４０名

　 受験者数　 ９,１５３名

　 合格者数　 ６,７６２名

　 合格率　 ７３.９％

　準２級　 出願者数　 ４,３４６名

　 受験者数　 ３,８５４名

　 合格者数　 １,７５５名

　 合格率　 ４５.５％

　２級　 出願者数　 ４,５６５名

　 受験者数　 ３,９６１名

　 合格者数 １,４９４名

　 合格率　 ３７.７％

　平成１７年７月３日（日）に文部科学省認定第１８回ビジネ

ス能力検定（Ｂ検）が実施された。受験状況・結果は次の

とおり。

　出願団体数 ２９２団体

第１１回　ビジネス教育指導者研修会

検定試験実施状況
第３２回電卓・ポケコン技能検定

文部科学省認定第２３回
情報処理活用能力検定 文部科学省認定第１８回

ビジネス能力検定

（Ｊ検）
（Ｂ検）
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　会場数  ２６３会場

　出願者総数 ２１,１３７名

　３級　 出願者数 １７,０４９名

　 受験者数　 １５,７７３名

　 合格者数 １２,６３７名

　 合格率 ８０.１％

　２級　 出願者数 ４,０８８名

　 受験者数 ３,５９７名

　 合格者数 １,６３３名

　 合格率 ４５.４％

　文部科学省は「専修学校教育重点支援プラン」、「専修学

校を活用した職業意識の啓発推進」、「専修学校を活用した

若者の自立・挑戦支援事業」、「専修学校社会人キャリアア

ップ教育推進事業」の平成１７年度委託事業の採択結果を公

表した。事業名、都道府県、代表法人は以下のとおり。

　なお、専教振では、各事業が円滑かつ効果的に実施され

ることを目的に、事務担当者を対象とする説明会を７月１５

日に都市センターホテルで開催。当日は９３名の担当者が参

加し、文部科学省の担当官から具体的な手続や留意点等が

説明され、様々な事案について質疑応答を行った。

【専修学校教育重点支援プラン（４０件）】■地域人材の育成…

□専修学校と地元自治体・企業（観光業等）との連携による

自然観光ガイド養成プログラム開発＜山形県・（学）最上広

域コア学園＞　□「地域人材の育成（研修プログラム開発）」

と育成事業を通じた「国際競争力を備えた地方拠点のイン

フラ整備事業」＜岐阜県・（学）創造社学園＞　□中小企業向

けＩＳＯ１４００１をベースにしたエコアクション２１認証と維持

の教育プログラムの開発＜福岡県・（学）友幸学園＞　□地

場基幹産業「大島紬」の後継者育成及び大島紬デザイン力向

上カリキュラムの開発＜鹿児島県・（学）赤塚学園＞　□沖

縄の自然文化観光解説者養成プログラムの開発及び人材育

成＜沖縄県・（学）南星学園＞　■キャリア指導の推進…□

保育の聖徳・卒業生アフターケアと在校生スキルアップの

実践プラン＜東京都・（学）東京聖徳学園＞　□自己発見／

自己ブランディング・プログラムの開発、検証＜東京都・

（学）小山学園＞　□「たくましいＩＴ技術者」育成に向けた

キャリア指導のシステム化＜愛知県・（学）河合塾学園＞　

■専門課程の高度化開発…□医療技術者の卒後教育を実現

する臨床研修専攻科モデル事業の推進＜北海道・（学）淳心

学園＞　□歯科衛生士のための医療情報管理高度教育プロ

グラムの開発と実践＜東京都・（学）歯研会学園＞　□５０歳

代の女性の衣服製作のための計測データを基にした体型研

究＜東京都・（学）文化学園＞　□言語聴覚士養成課程への

ＯＳＣＥ導入のための教育プログラム作成＜東京都・（学）敬

心学園＞　□新しい観光業界に対応した教育プログラム開

発の指針となる人材スキルマップおよびコンピテンシーモ

デルの作成＜東京都・（学）森谷学園＞　□建築分野におけ

るＰＭ／ＣＭ関連の高度教育プログラム開発＜神奈川県・

（学）浅野工学園＞　□産学連携によるコンテンツビジネス

系専修学校の専門課程の高度化開発＜神奈川県・（学）岩崎

学園＞　□実践的コミュニケーション・スキルを育成する

ための教育プログラム開発事業＜三重県・（社）津地区医師

会＞　□広告・グラフィック業界におけるアートディレク

ター育成のためのカリキュラムの開発＜大阪府・（学）上田

学園＞　□関節運動再現ロボット活用と障害者パートナー

シップによる職業技術・技能の指導方法の開発＜大阪府・

（学）福田学園＞　□オープンソースソフトウェア分野の人

材育成を目標とした４年制学科における産学連携教育プロ

グラム＜兵庫県・（学）コンピュータ総合学園＞　□産学連

携によるＩＴスキル標準準拠型教育プログラムの開発・実証

＜宮崎県・（学）宮崎総合学院＞　□介護福祉教育における

福祉レクリエーション実施能力向上のための教育方法の開

発＜鹿児島県・（学）原田学園＞　■高等課程の個性化開発

…□人間教育に重点をおいた、個人に応じた高等専修学校

教育プログラム開発＜茨城県・（学）細谷学園＞　□コミュ

ニケーション能力と表現力を高める演技・演劇による自己

啓発プログラムの研究開発＜東京都・（学）東放学園＞　□

武蔵野東技能高等専修学校の混合教育の普及＜東京都・

（学）武蔵野東学園＞　□動物共生や保育、介護の体験活動

を通じての心の成長やコミュニケーション能力の向上につ

いて＜兵庫県・（学）大岡学園＞　■新教育領域の開発…□

起業家育成教育プログラム開発およびその実践＜宮城県・

（学）日本コンピュータ学園＞　□トータルビューティコー

ディネータ教育プログラムの開発＜群馬県・（学）中央総合

学園＞　□プロフェッショナル人材育成のためのコンピテ

ンシー養成プログラム開発＜千葉県・（学）三橋学園＞　□

医療情報人材育成のためのスキルマップおよびカリキュラ

ムの開発＜東京都・（学）中央工学校＞　□専修学校におけ

る電子カルテ技術者スキル標準とカリキュラム開発＜東京

都・（学）片柳学園＞　□高度セキュリティプロフェッショ

ナル人材育成プログラムの開発と実証＜愛知県・（学）河合

塾学園＞　□中国ビジネス分野で活躍する若手ビジネスパ

ーソン育成のための実践教育プログラム＜福岡県・（学）高

山学園＞　■新教育方法の開発…□医療系国家試験対策Ｃ

ＢＴ学内適用実用化実験とその普及＜北海道・（学）産業技

術学園＞　□言語の認知脳科学からの知見に基づき、語学

基礎力向上を支援するｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇシステムの開発＜東京

都・（学）佐野学園＞　□携帯電話を活用したビジネス等の

平成１７年度文部科学省委託事業　採択一覧



広報全専各連 第１２６号平成１７年９月３０日２４

教育とコミュニケーション方法等の研究開発事業＜神奈川

県・（学）岩谷学園＞　□ＬＭＳ（Ｌｅａｒｎｉｎｇ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　

Ｓｙｓｔｅｍ）を用いた学生スキル管理の構築および実証＜新

潟県・（学）新潟総合学院＞　□本格的ソフトウェア開発エ

ンジニア育成に導入するＰＢＬ型プロジェクトマネジメン

ト教育の開発と実証＜富山県・（学）浦山学園＞　□インス

トラクショナルデザイン手法を用いたリハビリテーション

のｅラーニング教材開発および教授法の教育プログラム開

発＜福岡県・（学）麻生塾＞　□医療分野におけるＩＴ化推進

人材の育成教育プログラム＜宮崎県・（学）都城コア学園＞

　□協調型学習システムを活用した継続的ヒューマンスキ

ル強化プログラムの開発と実証＜沖縄県・（学）石川学園＞

【専修学校を活用した職業意識の啓発推進（２３）件】　□北海

道まちかど学園「職業体験一日学習」～あすの職業教育を目

指して～＜北海道・（社）北海道私立専修学校各種学校連合

会＞　□環境問題やその意識向上の教育を柱とした職業観

育成講座＜宮城県・（学）文理学院＞　□プロに教わる調理

実践体験講座＜秋田県・（学）大館ホテヤ学園＞　□服飾専

門学校による創作体験講座＜福島県・（学）今泉学園＞　□

中学生を対象とした職業理解のための体験講座（講演会）＜

栃木県・（学）白百合学園＞　□群馬県「職業教育フェア」＜

群馬県・（社）群馬県専修学校各種学校協会＞　□（１）ＩＴス

キル実践体験講座、（２）若年者職業意識推進講演会＜千葉

県・（学）三橋学園＞　□中野区専門学校協会による区内中

学生向け「職業意識」高掲推進のための体験授業の実施＜東

京都・（学）東放学園＞　□中野区専門学校フェア＜東京都・

（学）東放学園＞　□（１）ＩＴ・デジタルクリエーター・介護・

栄養調理・服飾実践体験講座（対象：中学生、高校生）、（２）キ

ャリアガイダンス講演会＆職種別実践体験講座（対象：大学

在中退者、フリーター）＜東京都・（学）電子学園＞　□小・中

学生のためのファッション・ビジネス教育講座「キッズ・ス

クール～ファッション・ビジネスＫＩＤＳ」＜東京都・（学）ミ

ネルヴァ学園＞　□「職業教育の日」記念事業　ＮＩＩＧＡＴＡ　

ＪＯＢ　ＷＯＲＬＤ　２００５「しごとフェスティバル」＜新潟県・

（社）新潟県専修学校各種学校協会＞　□かいじ職業体験学

校の開催＜山梨県・（社）山梨県専修学校各種学校協会＞　

□講演会と職業教育の啓発・進学説明会＜三重県・（社）三重

県専修学校協会＞　□職業適性診断体験講座＜三重県・

（学）協栄学園＞　□大阪地区における専門学校コンソーシ

アムを活用した小中高生徒の職業意識啓発＜大阪府・（学）

創真総合技術学園＞　□小中学生など若年者に対する自然

環境に関わる職業体験講座＜大阪府・（学）伊東学園＞　□

平成１７年度兵庫県専修学校職業体験講座＜兵庫県・（社）兵

庫県専修学校各種学校連合会＞　□「パソコンインストラ

クターを目指して！」職業実践講座＜岡山県・（学）武田学

園＞　□介護体験教室＜福岡県・（学）聖マリア学院＞　□

小規模ＬＡＮ構築実践体験教室＜長崎県・（学）情報総合学

園＞　□ファッションビジネス体験講座＜鹿児島県・（学）

野村学園＞　□「しごとミュージアム」体験フェアと職業別

講話ガイダンス＜沖縄県・（社）沖縄県専修学校各種学校協

会＞

【専修学校を活用した若者の自立・挑戦支援事業（２２件）】　

■日本版デュアルシステム…□観光産業振興のための、地

方自治体・関連機関と連携をした、ホスピタリティ観光人材

教育の開発と実施＜北海道・（学）帯広コア学園＞　□デュ

アルシステムを促進する分野別モデルカリキュラムの開発

＜東京都・（社）東京都専修学校各種学校教会＞　□ＩＴ系

及び事務系人材育成日本版デュアルシステム教育プログラ

ム開発＜新潟県・（学）新潟総合学院＞　□ニートやフリー

ターの減少を目的とした、ベストマッチ就職を見つけるた

めの模擬社会体験授業「就職支援プログラムＳＨＯＯＰ！」＜

愛知県・（学）愛知産業大学＞　□造園・環境緑化に関わる人

材養成日本版デュアルシステム教育プログラムの開発＜大

阪府・（学）伊東学園＞　□デュアル（デザイン分野）の「専門

課程・必修化」と必修化に伴う「付属事業の一体型モデル開

発」＜大阪府・（学）創造社学園＞　□パティシエ・ブランジ

ュ養成＜岡山県・（学）本山学園＞　□専門学校における複

数の企業との連携による日本版デュアルシステムコースの

開発研究＜広島県・（学）鶴学園＞　□インタラクティブ通

信を活用したフリーター・ニート層からの脱却型日本版デ

ュアルシステムの開発＜福岡県・（学）友幸学園＞　□デュ

アルシステム活用型即戦力モバイルコンテンツ開発技術者

育成、専門学校高度化教育プログラム開発＜沖縄県・（社）沖

縄県専修学校各種学校協会＞　■短期教育プログラム…□

地元ＩＴ企業との連携によるＪａｖａプログラマ養成と定職

定着支援プログラムの研究開発＜茨城県・（学）古河コア学

園＞　□選抜者によるＪａｖａプログラミング短期速習カリ

キュラムの研究開発＜千葉県・（学）朝日学園＞　□高齢社

会に対応できる福祉情報人材スキルマップの開発＜東京

都・（学）中央工学校＞　□スキル評価システムを活用して

バイオ知識を持つフリーター等のキャリア形成を支援する

教育プログラムの開発＜東京都・（学）東京生命科学学園＞

　□ドラッグストアで働くフリーター等のスキルアップを

図る教育プログラムの開発＜東京都・（学）日野学園＞　□

離職者・無業者に対するフラワー業界への就職支援と人材

紹介プログラムの開発＜東京都・（学）伊東学園＞　□フリ

ーター等向けの実践実習教育プログラムとアセスメント手

法の研究開発＜神奈川県・（学）岩谷学園＞　□フリーター

等がアメリカ村や新興企業で通用する熱い人材に育つ人間

力養成プログラムの完成＜大阪府・（学）清風明育社＞　□

「進化型デュアルシステムファッションビジネス教育シス

テム」教育開発事業＜大阪府・（学）ミクニ学園＞　□若年者
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の就業意欲喚起による、地域人材育成のための「３Ｇ教育プ

ログラム」の研究開発＜岡山県・（学）武田学園＞　□正規就

業を目指すための自己表現技術向上の短期教育プログラム

開発＜福岡県・（学）麻生塾＞　□掘り起こせ地域ブランド、

育て観光ヒューマンスキル・ＩＴ活用人材育成プログラムの

開発＜佐賀県・（学）コア学園＞

【専修学校社会人キャリアアップ教育推進事業（１６件）】　□

個人情報保護の運用と対策を行える人材養成短期教育プロ

グラム開発＜北海道・（学）桑園学園＞　□企画立案のプロ

セスおよび手法の理解とプレゼンテーションのための教材

開発＜北海道・（学）吉田学園＞　□ＩＴネット・ＣＢＴツール

を活用した医療従事者及び社会人生涯学習の実践＜福島

県・（学）こおりやま東都学園＞　□農と食を結ぶアグリフ

ードコーディネイターの育成・開発推進事業＜茨城県・（社）

日本国民高等学校協会＞　□産業教育を応用した問題解決

能力向上プログラムの開発と実践＜群馬県・（学）有坂中央

学園＞　□医療機関における実務マネジメント人材を育成

するプログラムの開発と実証＜埼玉県・（学）中央情報学園

＞　□ポストゲノム時代のバイオビジネスを創造する人材

育成プログラムの開発と実践＜東京都・（学）東京生命科学

学園＞　□電子回路設計ソフトウェアを利用した回路設計

技術者育成のための実践的教育プログラムの開発＜東京

都・（学）工学院大学＞　□ＩＴ管理者養成教育プログラム開

発＜東京都・（学）丸橋学園＞　□法務・会計サービス業スタ

ッフに求められる能力の調査研究＜新潟県・（学）新潟総合

学院＞　□３次元ＣＡＤ利用による中年技術者向けキャリ

アアップ教育プログラムの開発＜兵庫県・（学）兵庫科学技

術学園＞　□ＣＢＴ型Ｅラーニングによるキャリアアップ

支援教育プログラムの開発・実施＜山口県・（学）山口コア学

園＞　□ゲーム開発技術者のキャリアアッププログラム開

発＜香川県・（学）穴吹学園＞　□ユビキタス社会に対応す

るＩＰ電話技術者を育成する教育プログラム開発＜福岡

県・（学）麻生塾＞　□中国ビジネススキルの産業分野別教

育プログラムおよび標準化のための評価システム開発＜福

岡県・（学）高山学園＞　□健康食品、保健機能食品、化粧品

スペッシャリスト養成カリキュラムの開発と人材育成＜沖

縄県・（学）南星学園＞

役員会・総会等

●都道府県協会等代表者会議

　平成１７年１１／２５（金）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全専各連定例総会

　平成１８年２／２２（水）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会定例総会

　平成１８年２／２３（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

ブロック会議（１７年度）

●東北ブロック会議

　平成１７年１０／６（木）～７（金）

　青森県・青森グランドホテル

●南関東ブロック会議

　平成１７年１１／１４（月）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

ブロック会議（１８年度）

●近畿ブロック会議

　平成１８年７／１９（水）

　大阪府・太閤園

●九州ブロック会議

　平成１８年７／２１（金）

　大分県

●中部ブロック会議

　平成１８年８／２４（木）～２５日（金）

　静岡県・焼津市

その他会議

●第６０回全国私立学校審議会連合会総会

　平成１７年１０／２０（木）～２１（金）

　山口県・湯田温泉かめ福

●平成１８年度事務担当者会議

　平成１８年４月２０日（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

検定試験等

●第１７回観光英語検定

　【１級１次・２級・３級】

　平成１７年１０／３０（日）

●第３３回電卓ポケコン・技能検定

　平成１７年１１／２７（日）

●文部科学省認定・第１９回ビジネス能力検定（Ｂ検）

　【１級１次・２級・３級】

　平成１７年１２／４（日）

　【１級２次】

　平成１８年２／５（日）・１２（日）

●文部科学省認定・第２４回情報処理活用能力検定（Ｊ検）

　【１級・２級・準２級・３級】

　平成１７年１２／１１（日）

●第１７回観光英語検定

　【１級２次】

全専各連・専教振　平成１７年度年間予定
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　「国の教育ローン」は、教育にかかる家庭の経済的な

負担の軽減と教育の機会均等を図るために、国によって

創設された融資制度です。

　「国の教育ローン」は、専修学校等の入学時のみなら

ず在学中の教育費用についても取り扱いができることな

どから、昭和５４年に制度が発足して以来、これまでに延

べ３６０万人の方々にご利用いただいております。

　ご利用いただける方は、世帯の年間収入が９９０万円以

内（事業所得者は７７０万円以内）で、専修学校・各種学校

等へ入学・在学される方の保護者です。（ご親族または

ご本人様でもご利用いただける場合があります）

▽ご融資金額＝学生・生徒お１人につき２００万円以内

▽お使いみち

　学校に入学・在学するために必要となる次の資金

　○学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）

　○受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿

泊費など）

　○アパート・マンションの敷金・家賃など

　○教科書代、学習用品費、パソコン購入費、通学費用、

国民年金保険料など

（注）　１．１年分の費用が、ご融資の対象となります。

　　　２．入学資金については、入学される月の翌月末

までの取扱となります。

▽利率＝１.６５％（平成１７年５月１０日現在）

▽返済期間＝１０年以内（交通遺児家庭・母子家庭の方は

１１年以内）

▽据置期間＝在学期間内で元金のご返済を据置くことが

できます。（ご返済期間に含まれます）

▽返済方法＝毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済、

ステップ返済も可）

▽保証＝（財）教育資金融資保証基金または連帯保証人

１名以上

▽お申し込み窓口＝国民生活金融公庫各支店または最寄

りの金融機関の窓口

　お問い合わせは、国民生活金融公庫の各支店、または

教育ローン専用ダイヤルまで。なお、「国の教育ローン」

に関する情報を、２４時間応対が可能な「国の教育ロー

ン」テレフォン・ＦＡＸサービスでご提供しております。

●教育ローンコールセンター　０５７０－００８６５６

　　　上記が掛からない場合　０３（５３２１）８６５６

●テレフォンＦＡＸナンバー　東　京　０３（３２４２）８７３９

　　　　　　　　　　　　　　名古屋　０５２（２２２）８７３９

　　　　　　　　　　　　　　大　阪　０６（６５４１）８７３９

　公庫ホームページアドレス（ホームページからもお申

込（仮申込）いただけます。）

　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋｏｋｕｋｉｎ.ｇｏ.ｊｐ／

　携帯電話用ホームページアドレス

　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ３１.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ／～ｎｌｆｃ＿ｋｙｏｕｉｋｕ／

　平成１７年１２／１１（日）

●第１９回色彩士検定

　【１級理論・２級・３級】

　平成１８年１／２２（日）

研修会

●情報教育指導者研修会

　平成１７年１０／７（金）：大阪市・グランキューブ大阪

　　 〃　１０／２８（金）：新潟市・ホテル日航新潟

　　 〃　１１／１１（金）：名古屋市・名古屋国際会議場

　　 〃　１１／２５（金）：東京都・江東区　ＴＦＴビル

　　 〃　１２／２（金）：福岡市・福岡中小企業振興センター

　平成１８年２／３（金）：那覇市・沖縄産業支援センター

●ビジネス教育「教員と講師のための研修会」

　平成１７年１０／１４（金）：盛岡市・ホテルルイズ

　　 〃　１０／２１（金）：高知市・高知商工会館

　　 〃　１０／２８（金）：福岡市・博多サンヒルズホテル

　平成１７年１１／１８（金）：広島市・八丁堀シャンテ

　平成１８年１／２０（金）：熊本市・熊本テルサ

●第１０回ビジネス教育事例発表研修会

　平成１８年２／１６（木）・１７（金）：

　東京都・アルカディア市ヶ谷

その他

●第１７回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア鳥取」

　平成１７年１０／９（日）～１５（土）

　　　　　　　　　　　　　　鳥取県・鳥取県民体育会館

●第１５回全国高等専修学校体育大会冬季駅伝競走大会

　平成１７年１２／４（日）　東京都・国営昭和記念公園

●第２３回全国専門学校英語スピーチコンテスト

　平成１７年１２／４（日）　東京都

国国民民生生活活金金融融公公庫庫
「「国国のの教教育育ロローーンン」」ののごご案案内内
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このページの　財団法人専修学校教育振興会　検定試験センター
お問い合わせは　〒１０２－００７３ 東京都千代田区九段北４－２－９ 
　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ. ０３－５２７５－６３３６　Ｆａｘ. ０３－５２７５－６９６９

J検・Ｂ検は専修学校各種学校生の就職を応援します

文部科学省認定 ビジネス能力検定

文部科学省認定 情報処理活用能力検定

●実 施 級：１級、２級、準２級、３級
●出願期間：平成１７年９月１日（木）～１０月２０日（木）
●受 験 料：１級６,０００円　２級４,０００円　準２級３,８００円
　　　　　　　　　　　　３級３,５００円

http://www.sgec.or.jp/jken

第２４回検定実施日　平成１７年１２月１１日（日）

第１９回検定実施日　平成１７年１２月４日（日）
●実 施 級：１級（１次）、２級、３級
●出願期間：平成１７年９月１日（木）～１０月１７日（月）
●受 験 料：１級６,０００円　２級３,８００円　３級２,８００円

http://www.sgec.or.jp/bken
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　本研修会は例年１０月、１１月に行っており、今年度も全国６会場での開催を予定しています。今年度は、高等学校教科「情

報」と情報リテラシー教育の問題点をテーマに、事例などの発表のほか、参加者による討議など、専門学校と高等学校の連携

を深める内容を企画しています。内容は会場により異なります。開催時期に合わせてご案内をお送りするほか、詳細と参加申

込方法をホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｇｅｃ.ｏｒ.ｊｐ／ｊｋｅｎ）に掲載しておりますので、ご確認ください。予定日程は、以下のと

おりです。（会場が一部変更となりました。）

　　○大阪（１０月７日　大阪市・グランキューブ大阪）　　○東京（１１月２５日　江東区・ＴＦＴビル）

　　○新潟（１０月２８日　新潟市・ホテル日航新潟）　　　　○福岡（１２月２日　福岡市・福岡中小企業振興センター）

　　○名古屋（１１月１１日　名古屋市・名古屋国際会議場）　○沖縄（平成１８年２月３日　那覇市・沖縄産業支援センター）

　本研修は「全ての教育分野、全ての学校でビジネス教育を実践」を目標に、例年全国各地区で開催しています。本年度は全

国１０会場での開催を予定しており、これまでに４地区で実施されました。主な内容は、企業が求める人材像についての講演、

高等学校や専門学校の講師陣によるビジネス教育の導入事例、授業での取り組み方、ビジネス能力検定の紹介や指導ポイント。

今後の予定は以下のとおりです。詳しくは、ホームページにてご確認ください。（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｇｅｃ.ｏｒ.ｊｐ／ｂｋｅｎ／ｋｉｇｙｏｕ／ｋｅｎ

ｓｈｕ／ａｎｎａｉ.ｈｔｍ）

　　　　　○岩手（１０月１４日　盛岡市・ホテルルイズ）　　　　　○広島（１１月１８日　広島市・八丁堀シャンテ）

　　　　　○高知（１０月２１日　高知市・高知商工会館）　　　　　○熊本（平成１８年１月２０日　熊本市・熊本テルサ）

　　　　　○福岡（１０月２８日　福岡市・博多サンヒルズホテル）　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

研 修 会 の お 知 ら せ


